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第
一

章

位
置
・
面
積
・
地
形

上
浮
穴
郡
は
、
愛
媛
県
の
ほ
ぼ
中
央
山
岳
部
に
位
置
し、

南
は
高
知
県
に
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
勢
的
に
は
、
内
陸
の
山
岳
丘
陵
地

帯
と
し
て
の
特
質
を
も
っ
て

い
る。

広
域
的

・
交
通
体
系
的
に
み
る
と、

国
道
三
三
号
に
よ
り
、
県
都
松
山
市
と
、
高
知
市
と
を
結
ぶ
路
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。
圏
域
の

玄
関
口
と
も
い
え
る
久
万
町
か
ら
は
、
乗
合
パ
ス
で
松
山
市
へ

一
時
間
、
高
知
市
へ
は
、
二
時
間
三

O
分
の
距
離
に
あ
る
。

圏
域
の
広
さ
は
、
東
西
四
二
キ

ロ、

南
北
二
二
六
キ
ロ

の
広
が
り
を
も
ち
、
総
面
積
は
、
お
よ
そ
、
七
二
四
平
方
キ
ロ

、
県
全
体
の

一

一
了
八
%
で
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
林
野
面
積
の
比
率
は
、
八
八

・
四
%
に
も
及
ん
で
い
る
。
主
要
山
岳
も
、
四
国
の
最
高
峰
石

鎚
山
一

九
八
二
メ

ー
ト

ル
、
筒
上
山
一

八
五
九
メ
ー
ト

ル
、

位置 ・面積 ・地形

五
代
ヶ
森

一
七

O
七
メ

ー
ト

ル
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
0
0
0
メ
ー
ト

ル
以

一
三
を
数
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
総
面
積
に
対
す
る
、
可
住
地
面
積
比
率
も
、
わ
ず
か
に
、

一
一・

六
%
に
す
ぎ
ず
、
本
圏
域
の
場
合
、
公
有
地
が
六
九
・

四
%
を
占
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
森
林
地
帯
で
あ
り
、
こ

の
地
域
は
森
林
資
源
が

上
の
山
岳
だ
け
で
も
、

豊
富
で
あ
る
。

上
浮
穴
郡
の
中
で
は
、
人
口
規
模
に
お

い
て
最
少

一
七
三
二
人
(
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
〉
で
あ
り
、

面
河
村
は
、

愛
媛
県
で
は
、
宇
摩

都
別
子
山
村
の
、
四

O
三
人
(
向
上
国
勢
調
査
〉
に
次
ぐ
小
規
模
村
で
あ
る
。
位
置
的
に
は
、
郡
の
最
東
部
に
あ
り
、
霊
峰
石
鎚
山
よ
り
の

第 1章

渓
流
面
河
川
・

面
河
渓

・
石
鎚
ス

カ
イ
ラ
イ
ン

は
、
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
観
光
資
源
に
お

い
て
は
郡
内
随

一
で
あ
る
。

上
浮
穴
郡
全
体
が
、
山
岳
地
帯
で
あ
る
が
、
当
面
河
村
は
、
そ
の
ま
た
代
表
と

い
え
る
ほ
ど
に
、
可
住
地
も

3 

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、



第 1編自然

上浮穴郡
愛媛県略図

面河村
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峠
を
源
と
す
る
割
石
川
と
、
面
河
川
沿
い
に
は
、

五
・
六
%
と
傾
斜
地
で
あ
る
。
面
河
ダ
ム
を
中
心
と
し
た
笠
方
地
区
が
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
平
坦
地
が
あ
る
。

わ
ず
か
に
緩
斜
面
及
び
小
起
伏
で
あ
り
、
割
石

・
黒
森

・
相
名

ま
た
、
境
界
的
に
見
る
と
、
東
は
西
条
市

・
高
知
県
吾
川
郡
、
北
は
周
桑
都

・
温
泉
郡
、
西
は
本
郡
久
万
町
及
び
美
川
村
、
南
は
高
知

県
吾
川
郡
に
接
し
、
総
面
積
一
五
七

・
三
九
ヘ

ク
タ

ー
ル
で
そ
の
う
ち
、
九
四
・
四
%
に
相
当
す
る
、

一
四
八

・
五
八
ヘ

ク
タ

ー
ル
が
、

比
し
て
、
そ
の
半
分
に
満
た
な
い
状
態
で
あ
る
。

森
林
原
野
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
公
有
地
は
総
面
積
の
八
五
・
一
五
%
で
、

図

位置 ・面積 ・地形

勢地

第 1章

| 二ー三 |緩斜面

I I台地，段丘
凶辺辺大起伏山地

'中起伏山地

l Jijj::!!ii|小起伏山地

上
浮
穴
郡
の
民
有
地
比
率
三

0
・
六
二
%
に

土地利用現況

一一---一 保安林界

国有林界

ーーーーー一一ー固定公園界

一一
一
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司b

河川と集落の形成

一ーー-ーー一 大字柚野(割石)11)

一- 一 一大字大味川(面河川)

第 1編自然
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第
二
章

気
地
形
と
気
象

象気第 2章

象

面
河
村
は
西
日
本
の
最
高
峰
石
鎚
山
の
西
南
に
位
置
し
、
面
河
川
流
域
の
大
味
川
、
割

石
川
流
域
の
渋
草

・
笠
方
・
坂
瀬
川
流
域
の
大
成
、
黒
妙
川
流
域
の
前
組
地
区
か
ら
な

っ

て
い
る
標
高
約
三
五

0
メ
ー
ト

ル
以
上
の
山
村
地
帯
で
、
こ
れ
ら
の
流
域
の
気
象
上
の
差

は
余
り
な
い
。
道
後
平
野
の
南
に
位
置
し
て
い
る
が
、
黒
森
峠

・
石
墨
山

・
白
猪
峠
・
井

右鎚天狗獄

内
峠
か
ら
三
坂
峠
に
至
る
連
山
が
、
扉
風
の
よ
う
に
そ
び
え
、
温
暖
少
雨
の
瀬
戸
内
式
の

気
候
で
も
な
く
、
南
は
筒
上
山
・

岩
黒
山
か
ら
高
台
越
・
三
光

・
辻
山
に
至
る
連
峰
で
高

知
県
と
境
す
。
四
国
山
地
の
、
ど
ま
ん
中
、
高
温
多
湿
の
南
海
型
の
気
候
で
も
な
い
。

し

か
し、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
土
佐
沖
・
太
平
洋
の
気
象
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的

多
い
。

年
々
、

九
州
の
南
端
よ
り
、

土
佐
沖
・
紀
伊
半
島

南
太
平
洋
で
発
生
す
る
台
風
は
、

に
至
る
ル

l
ト
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る
台
風
銀
座
で
あ
る
。
そ
の
影
響
で
大
風

・
大
雨
が
あ

り、

農
作
物

・
人
家
・
道
路

・
橋
梁
な
ど
の
被
害
が
、
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
さ
ら
に
冬
期

7 



然、自第 1編

は
石
鎚
お
ろ
し
の
寒
風
で
、
大
雪
・
寒
波
に
見
舞
わ
れ
、
植
林
・
人
家
・
茶
・
豆
類
に
被
害
を
被
る

こ
と
も

8 

あ
る
。

β=  

ヌL

温

年
平
均
気
温
は

一
一
・

四
度
C
で
あ
る
。
松
山
、
高
知
と
面
河
の
各
月
の
平
均
気
温
を
比
較
し
て
み
る

と、

次
表
の
よ
う
に
な
る
。

冬
期
一
月
、
面
河

・
松
山、

面
河

・
高
知
の
気
温
の
差
は
、
四
・
三
度
C
と
、
四
・
五
度
C
で
、
夏
期
八

月
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
・
四
度
C
と
、
三
・
三
度
C
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
平
均
気
温
の
差
は
四
度

C
前
後
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
低
気
温
で
は
約
一

O
度
C
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
る
。

例
え
ば
、

松
山
の
最
低

気
温
ハ
円
五
度
C
、
面
河
の
最
低
気
温
付
一
五
度
C
(昭
和
三
十
八
年
)
で
、
こ

の
差
は

一
O
度
C
も
あ
る
。
ま

た
面
河
で
は
一
日
の
変
化
を
み
て
も
、

昼
間
の
気
温
が
三

O
度
C
を
超
す
時
で
も
、
朝
方
は

一
五
度
C
を
示

す
状
態
の
時
も
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
面
河
は
松
山
・
高
知
の
両
地
方
に
比
べ
て
、
年
較
差

・
日
較
差
が
大
き
い。

最

高
気
温

・
平
均
気
温
は
あ
ま
り
差
が
な
い
が
、
最
低
気
温
の
差
は
大
き
い
。

夏
は
四
国
の
軽
井
沢
、
冬
は
四
国
の
北
海
道
と
い
わ
れ
て
い
る
の
も
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
。



象気第 2章

松山・面河・高知の月別降水量

「而河は昭和47~50ij三の平均〉

400 

350 岡山面河

高知300 

250 

200 

150 

mm 

雨

」三L
主呈

面
河
・
松
山

・
高
知
の
月
別
の
降
水
量
は
上
表

の
と
お
り
で
あ
る
0

年
間
の
降
水
量
を

比

べ
る

と
、
松
山
よ
り
七
一
八
ミ
リ
多
く
、
高
知
よ
り
五

松山・面河・高知の降水量

四
六
ミ
リ
少
な
い
。
な
お
、
こ
れ
を
月
別
棒
グ
ラ

フ
で
示
す
と
、
上
表
の
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
〉
九
月
の
一
七
号
台

風
で
は
、
六
日
間
に
石
鎚
山
成
就
で
総
雨
量

六
0
ミ
リ
、
こ
れ
は
連
続
雨
量
で
は
あ
る
が
、
恐

ら
く
過
去
最
高
の
雨
量
で
は
あ
る
ま
い
か
。

四

降

雪

主ヨa

E主

高
温
多
湿
の
高
知
よ
り
も
、
雨
量

の
多
い
月

一
月
・
二
月

・
七
月
・
十
月
で
、

」
の
雨

+ι

、
は
、
冬
は
石
鎚
連
峰
の
寒
冷
気
に
ふ
れ
て
雪
と
な

9 



然自第 1編

る。
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
、
異
常
な
大
雪
、
久
万
町
で
は
二
五
セ
ン
チ
で
も
、
面
河
で
は

10 

約
二
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
は
明
治
以
来
の
大
雪
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
気
象
異
変
で
、
異
状
な
気
温
の
低
下
は
降
雪
と
な
ら
ず
、

力、

色〈通天橋〉

ら
っ
風
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
か
ら
二
月
に
わ
た
っ
て
、
最
高
積
雪
二

0
セ
ン
チ
、
そ
れ

も
た
だ
の
一
日
だ
け
、
そ
の
間
二
五
日
間
は
、
積
雪
皆
無
、
こ
れ
も
記
録
的
な
も
の
か
も

nμ

司し

「
九
、
。

牛
A

ぐ
才
φ

ん
し

景雪
-

五

石
鎚
山
の
気
象

明
治
二
十
三
年
(
一
八
九
O
)
一
月
、
松
山
測
候
所
が
温
泉
郡
持
田
村
に
設
置
さ
れ
、
現

在
は
、
松
山
地
方
気
象
台
と
し
て
、
木
県
を
中
心
と
し
た
気
象
観
測
に
当
た
っ
て
い
る
。

石
鎚
山
頂
に
気
象
観
測
所
が
あ
っ
た
。

ロ
ビ

ン
ソ
ン
風
力
計
・
百
葉
箱
、
が
備
え

昭
和
二
十
年
五
月
か
ら
、
二
十
二
年
に
至
る
二
年
間
、

だ
観
光
野
帳
を
埋
め
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。

付
け
ら
れ
て
い
た
。
無
線
設
備
も
な
く
、
下
界
と
完
全
に
隔
離
さ
れ
て
い
た
た
め
、

一
日
の
測
定
数
値
は
公
表
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

Tこ

石
鎚
山
の
年
平
均
気
温
は
三

・
九
度
C
、
松
山
に
比
べ
て
一

0
・度
C
以
上
も
低
い
。
月
別
平
均
気
温
も
高
い
の
は
七
月
の
一
五
・
三
度

C
、
最
も
低
い
記
録
は
昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七
〉
二
月
の

一
一
八
・

八
度
C
で
あ
っ
た
。

雨
量
は
平
地
部
の
約
二
割
増
、
最
高
日
雨
量
は
昭
和
二
十

一
年
(
一
九
四
六
)
七
月
の
三
四
二
ミ

リ
、
月
別
府
量
ほ
七
月
の
四
七
五
ミ
リ



と
な
っ
て
い
る
。

積
雪
は
十
一
月
中
旬
か
ら
五
月
上
旬
ま
で
続
く
。
雪
の
深
さ
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
記
録
が
な
い
。

風
は
南
南
西
・
南
西
な
ど
南
寄
り
が
多
く
、
年
中
毎
秒
七
メ
ー
ト
ル
前
後
の
風
が
吹
い
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
)
九
月
、
南

南
東
三
七
メ
ー
ト
ル
の
瞬
間
最
大
風
速
を
記
録
し
て
い
る
。

霧
は
地
面
や
海
面
に
接
し
た
気
象
中
で
、
水
蒸
気
が
凝
結
し
、
無
数
の
微
小
な
水
滴
と
な
っ
て
、
大
気
中
に
浮
遊
す
る
現
象
だ
が
、
石

鎚
山
は
ほ
ぼ

一
年
中
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
。
冬
期
は
霧
が
樹
木
に
着
氷
し
て
、
樹
氷
の
花
を
咲
か
せ
る
。

象気第 2章

曇
天
日
数
は
年
約
二

O
五
日
、
晴
天
日
数
は
約
=
二
日
、
圧
倒
的
に
曇
り
の
日
が
多
い

が
、
反
面
、
周
囲
が
く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
見
え
る
「
異
常
透
明
日
」
が
、
約
一

目

O
日
も
あ
る
。
こ
れ
は
お
山
の
天
気
の
変
わ
り
ゃ
す
さ
を
示
す
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。

年
間
を
通
じ
て
み
る
と
、
石
鎚
山
の
四
季
は
、

一
年
の
う
ち
七
、
八
か
月
が
冬
、
残
り

の
四
、

五
か
月
間
で
、
春
夏
秋
を
分
け
あ
っ
て
い
る
。

山鎚石

___L...，. 

ノ¥

災

宝口

史

災
害
の
主
た
る
も
の
は
、
台
風
に
伴
う
風
と
雨
の
被
害
で
あ
る
。
大
風
は
人
家
・
農
作

物
に
、
大
雨
は
洪
水
と
な
り
道
路

・
橋
梁
を
破
壊
し
、
時
た
ま
の
異
常
寒
波
・
大
雪
は
農

作
物
・
人
家
に
被
害
を
与
え
る
。

11 

こ
れ
ら
の
災
害
も
、
明
治
以
前
、
又
は
明
治
の
二
十
年
ご
ろ
ま
で
は
、
そ
れ
を
知
る
手



然

T
S

込

h
ソ
+
i
h
F

ム、。

カ
カ

Lv
f
L

R-r-
、

中
i
J
I
'

る。

「
久
万
山
手
鑑
」
に
よ
り
、
簡
単
に
そ
の
事
例
を
あ
げ
て
み
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O
元
和
元
年

(一

六
二

O
〉
八

月

大

雨

河

川
流
れ
を
変
え
る

(久
万
山
地
方
〉

O
寛
文
九
年

(
一
六
六
九
〉
六
月
洪
水
、
八

月

大

風

田

畑

流

失

、
死
人
多
数

(久
万
山
地

方
)

自

除雪作業

0 
同

十
二
月
大
雪

人
家
多
数
被
害

(
久
万
山
地
方
)

O
貞
享
四
年

(
一
六
八
七
〉
六
月
三
日
よ
り
八
月
上
旬
ま
で
雨
な
く
早
越
(
久
万
山
地
方
〉

O
元
禄
四
年

(
一
六
九
一

〉
八
月
大

風

農

作
物
取
れ
ず
生
活
困
窮
、
木
の
被
害
も
多
く
、

生
活
の
道
な
く
な
る
者
多
し
(
久
万
山
地
方
)

O
元
禄
九
年

三

六
九
六
〉

尺
ぐ
ら
い
(
久
万
山
地
方
)

O
文
政
四
年

ハ
一
八
一
一
一
〉

O
嘉
永
七
年

(一

八
五
回
〉

O
安
政
四
年

〈
一
八
五
七
〉

次
に
「
愛
媛
県
誌
稿
」

に
よ
り
、
明
治
、
大
正
時
代
の
災
害
を
抜
粋
す
れ
ば
、

O
明
治
六
年
(
一
八
七
三
〉
八
月
暴
風
雨
、
同
十
月
風
水
害

O
明
治
七
年
(
一
八
七
四
〉
七
月
以
降
風
水
害
頻
発

O
明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
)
九
月
風
水
害

O
明
治
十
七
年

ハ
一
八
八
四
)
九
月
風
水
害

十
一
月
八
日
よ
り
、
十
二

月
三
日
ま
で
大
雪
、
三
尺
か
ら
七

五
O
年
来
の
大
雪
、
麦
作
そ
の
他
皆
不
作
(
久
万
山
地
方
)

十
一
月
四

・
五

・
六
日
の
三
日
間
大
地
震

ハ久
万
山
地
方
〉

八
月
大
地
震

ハ久
万
山
地
方
〉

(
以
上
「
久
万
山
手
鑑
」
)



大
暴
風

・
洪
水

・
人
家
畑
作
被
害

(
面
河
〉

O
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六
)
八
月
洪
水

O
明
治
二
十
六
年

(一

八
九
三
)
十
月
風
水
害

O
明
治
三
十
二
年
(
一
八
九
九
〉
八
月
洪
水

O
明
治
三
十
八
年
(
一
九

O
五
〉
七
月
風
水
害

O
明
治
四
十
一
年
(
一
九

O
八
〉
八
月
非
常
風
水
害

O
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一

O
〉
九
月
非
常
風
害

O
大
正
元
年
ハ
一
九
一
二
〉
八
月
非
常
風
水
害

O
大
正
二
年

(
一
九
二
ニ
〉
七
月
非
常
風
水
害

O
大
正
四
年
(
一
九
一
五
〉
九
月
非
常
風
水
害

〈
以
上
「
愛
媛
県
誌
稿
」)

昭
和
以
降
、
主
な
災
害
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

O
昭
和
九
年

(
一
九
三
四
)
九
月
室
戸
台
風

O
昭
和
十
八
年

ハ
一
九
四
三
)
九
月

関
西
地
方
大
暴
風
雨
、
死
者
行
方
不
明
=
一
、

O
三
六
人
(
全
国
〉

西
日
本
に
台
風
、
死
者

・
行
方
不
明
七
六
八
人

(
西
日
本
〉

県
下

一
円
の
風
水
害
。
橋
梁
・
畑
作
に
被
害
多
し
(
面
河
〉

O
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
)
九
月
枕
崎
台
風

O
昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五

O
〉
九
月
ジ
ェ

I
ン
台
風

死
者
行
方
不
明
五
三
九
人

(全
国
〉

明
治
以
来
最
大
の
被
害
、

被
害
家
屋
約
四
六
万
戸

・
死
者
行
方
不
明
五
、

一
二
五
人

象

九
月
伊
勢
湾
台
風

気

O
昭
和
三
十
四
年

(
一
九
五
九
)

(全
国
)

第2章

O
昭
和
三
十
六
年

(
一
九
六
三
)
九
月
第
二
室
戸
台
風
東
日
本
に
被
害
、
死
者
行
方
不
明

一
八
九
人
(
東
日
本
〉

O
昭
和
四
十
七
年
(
一
九
七
二
)
七
月
台
風
九
号
降
水
量
、
石
鎚
山
成
就
三
九
七
ミ
リ
・
久
万
二
三
二
ミ
リ
・
石
鎚
山
系
で
七

0
0
ミ
リ
に
達

す
る
所
も
あ
り
。

13 



然

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
地
す
べ

り
、
地
盤
低
下
の
た
め
、
若
山
地
区
七
七
世
帯

一
五
六
人
に
対
し
て
、

本
村
初
め
て
の
避
難
命
令
を
面
河
村
長
中

川
鬼
子
太
郎
発
令
す
。

O
昭
和
四
十
八
年
(
一
九
七
三
)
十
二
月
大
雪

14 
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O
昭
和
五
十
年
(
一
九
七
五
〉
八
月
台
風
第
五

・
六
号

水

積
雪
約
二
メ
l
ト
戸
、
乗
合
パ
ス
五
十
余
日
不
通

(
面
河
〉

降
水
量
石
鎚
山
成
就
五
六
四
ミ
リ
、
久
万
一
八
四
ミ
リ
、
面
河
川
は
明
治
以
来
の
大
洪

自

農
地
関
係
一

O
か
所

一
五

O
三
万
円

}
面
河
村
関
係

道
路
破
壊
四
五
か
所
復
旧
費
一
億
九
六

O
O万
円
」

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
道
路
破
壊
八
五
か
所
復
旧
費
九
億
六
九

O
O万
円

愛
媛
県
関
係

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
河
川
破
壊
四
か
所

復
旧
費
四
億
九

一
七
万
円

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
砂
防
二
か
所

復
旧
費
三
五
五
四
万
円

面
河
村
内
県
道

(除
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
)
破
壊

復
旧
費
八
九
六
七
万
円

県
道
河
川
破
壊

一
九
か
所

復
旧
費
一
億
六
五
万
円

県
道
砂
防
一
か
所

復
旧
費
六
四
五
万
円

以
上
台
風
第
五

・
六
号
の
被
害
総
額
は
、
次
の
と
お
り

面

河

村

関

係

二

億

一

六

O
三
万
円

愛
媛
県
関
係
一
二
億
四
二
五
三
万
円

合

計

一

四

億

五

八
五
六
万
円

な
お
、
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、
八
月
十
七
日
か
ら
九
月
二
十

一
日
に
至
る
、
三
六
日
間
通
行
禁
止
と
な
っ

た。

O
昭
和
五
十

一
年

(
一
九
七
六
)
九
月
台
風

一
七
号

降

水

量
、
石
鎚
山
成
就
八
日

i
T
三
日
総
雨
量

一

最
大、

久
万
五
七
七
ミ

ザ

一
六

0
ミ
リ
、
こ
れ
は
総
雨
量
と
し
て



被
災
二

0
0
0世
帯
、
死
者
行
方
不
明
一

一
人

災

害

総

額

五

五

O
億

円

愛

媛

県

九
月
二
十
二
日
村
内
大
成
で
地
崩
れ
、

一
八
世
帯
が
孤
立
、
生
活
道
ふ
さ
ぐ
、
物
資
は
ワ
イ
ヤ
ー
運
搬

道
路
破
壊
二
二
か
所
復
旧
費
三
億
九
七
二

O
万
円

'--..-ーJ

面
河
村
関
係

農
地
関
係
破
壊
一
一
か
所
復
旧
費
七
四
九
万
円

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
破
壊
一

七
か
所
復
旧
費
九
六
一
七
万
円
J

復
旧
費
二
億
九
四
八
六
万
円

一〉
愛
媛
県
関
係

面
河
村
内
県
道
破
壊
五
三
か
所

県
道
河
川
破
壊
六
か
所

復
旧
費
二
三
五
五
万
円

県
道
砂
防
五
か
所
復
旧
費
五
九
一
九
万
円

以
上
台
風
一
七
号
の
被
害
総
額
は
、
次
の
と
お
り

面

河

村

関

係

四

億

二

二

八

万

円

三
億
六
七
七
七
万
円

七
億
七
九
九
五
万
円

愛
媛
県
関
係

合

言十

O
昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
〉
十
二
月
異
状
寒
波

久
万
町
で
付
六
・
七
度
C
を
記
録
、
国
道
三
三
号
線
凍
結
、
面
河
村
で
も
道
路
凍
結
、
茶

の
被
害

象

以
上
で
、
石
鎚
・
面
河
の
大
自
然
の
影
響
を
受
け
た
数
々
の
災
害
の
大
要
を
述
べ
た
。
系
統
的
な
記
録
も
な
く
、
あ
ち
こ
ち
の
資
料
を

拾
い
集
め
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

四
国
の
屋
根
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
面
河
で
、
永
年
に
わ
た
る
住
民
の
自
然
と
の
戦
い
が
、
な
み
な
み
な

気

ら
ぬ
悪
戦
苦
闘
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
る
程
度
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と・ヲ
・も
る
こ
し

一
夜
の
暴
風
で
、
主
食
の
玉
萄
黍
を
な
ぎ
倒
さ
れ
る
食
糧
飢
催
。
丸
木
橋
を
渡
っ
て
通
学
す
る
児
童
の
水
難
事
故
。
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大

正

六

年

(
一
九

七
¥ーノ

一
月
、
雪
の
面
河
山
で
柚
職
人
が
、

用
じ
く
二
月
、
雪
の
黒
森
街
道
で
松
山
帰
り
の
女
性
の
遭
難
な
ど
、
こ

の
大
自
然
の
脅
威
を



然

受
け
な
が
ら
、
あ
る
意
味
で
は
、

16 

四
苦
八
苦
し
て
、
我

々
の
祖
先
は
、
こ
の
郷
土
で
生
き
て
き
た
。

今
の
世
の
開
発
は
時
の
流
れ
で
あ
り
、
新
時
代
の
住
民
の
生
活
を
、
物
質
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
豊
か
に
す
る
為
の
必
須
条
件
で
も

自

と
き
に
は
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
、
自
然
の
暴
威
を
も
ろ
に
受
け
て
い
る
と
も

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
伴
う
自
然
破
壊
は
、

第 1編

い
え
る
。
昭
和
四
十
七
年
(
一
九
七
二
)
以
降
の
風
水
害
は
、
あ
る
意
味
で
、
あ
な
が
ち
す
べ
て
が
天
災
と
も
い
え
ま
い
。

大
風
も
、
大
雨
も
、
大
雪
も
、
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
く
、
要
は
開
発
と
、
自
然
環
境
保
全
の
兼
ね
合
い
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
三
章

地

質

地
質
を
調
べ
る
に
は
、
地
表
に
現
れ
て
い
る
岩
石
の
種
類
と
そ
の
様
子
、
そ
し
て
、

周
り
の
地
形
な
ど
を
詳
細
に
観
察

・
記
録
し
、
そ

れ
ら
を
も
と
に
し
て
、
見
え
な
い
部
分
の
地
質
や
、
過
去
の
大
地
の
変
動
を
推
察
し
て
い
く
と
い
っ
た
方
法
が
一
般
的
に
と
ら
れ
て
い

る。

こ
の
地
表
に
現
れ
た
岩
石
の
種
類
が
多
く
、
中
学
校
の
教
科
書
に
で
て
く
る
代
表
的
な
岩
石
の
仲
間
は
、

そ
ろ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
辺
り
は
、
地
質
的
に
も
地
形
的
に
も
か
な
り
複
雑
な
山
地
と
い
え
る
わ
け
で
、
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い

一
由
河
近
辺
に
は
、

一
と
お
り

る
部
分
も
少
な
く
な
い
。

面
河
村
の
地
質
は
、
お
お
ま
か
に
分
け
て
、
三
層
に
分
か
れ
て

い
る
。
基
盤
の
長
瀞
変
成
岩
、
そ
の
上
の
久
万
層
群
、
そ
し
て
石
鎚
層

群
で
あ
る。

質

長
瀞
変
成
岩

よ也

冒し
事院

村
内
の
河
川
に
沿
っ
て
い
る
地
域
で
、
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
岩
石
は
、
緑
色
や
黒
色
の
縞
模
様
の

つ
い
た
岩
石
で
あ
る
。
こ
の
岩
石

は
変
成
岩
の
一
種
で
結
晶
片
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
岩
石
が
、
西
は
九
州
の

一
部
か
ら
、
四
国

・
紀
伊
半
島
を
横
断
し、

長

17 
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野
県
の
諏
訪
湖
ま
で
「
中
央
構
造
線
」

と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
断
層
に
沿
っ

て、

帯
状
に
八

0
0キ
ロ
も
続
い
て
い
る
。
面
河
村
で
見
ら



co 
""l 

愛媛県付近地質概要困

国

結
臼
田
片
岩

田
芳
変
成

醐

納
品
開
性

四

花
こ
7
出石

田
一言
火成

田
主
紀
噴

図
器
紀
噴

ι

昌
司一

一一紀

斗回
尉第一

一一紀

一

図

細
万
十
層

一

閣
白
亜
紀
層

高
山
一
に
芳
野

一
向
型

宝

山

層

一日
刊
古
生

中国
訂
肝
ン

灘子伊

J 

泣
レ
仇'

ヲ
ノ

後

凶
回一

~ 

佃

恒

慎

二

何

永井浩三氏縦者fi愛緩の地質」より

。



れ
る
も
の
も
、
こ
の
一
部
で
、
線
色
を
し
た
緑
色
片
岩
が
多
い
。

」の
緑
色
片
岩
は
、

海
底
火
山
か
ら
噴
き
出
し
た
火
山
灰
や
熔
岩
が
、
海
の
底
に
ど

今
か
ら
二
億
年
く
ら
い
の
大
昔
(
古
生
代
)
に
、

ん
ど
ん
堆
積
し
、
地
下
数
十
キ
ロ
の
所
で
、
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
下
深
い
所
に
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
、

目
に
ふ
れ
る
所
に
あ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な
隆
起
が
あ
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
今
か
ら
六

0
0
0万
年

土
日
、

か《り、

中
央
構
造
線
の
誕
生
で
あ
り
、

南
海
山
地
と
呼
ば
れ
る
紀
伊
半
島
か

五
O
O
O万
年
く
ら
い
昔
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ら
、
四
国
・
九
州
に
ま
た
が
る
大
山
脈
の
出
現
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

一
O
O
O万
年
く
ら
い
の
長
い
年
月
を
か
け
、
少
し
ず
つ
持
ち

上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
隆
起
し
な
が
ら
も
水
の
力
を
激
し
く
受
け
、
川
の
水
に
ど
ん
ど
ん
削
り
取
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
地
下
深
い
所
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
結
晶
片
岩
が
、
現
在
の
よ
う
に
、
地
表
に
姿
を
現
す
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

面
河

の
辺
り
に
は
、
中
生
代
(
一
億
八
五
O
O万
年
昔
か
ら
、
六

O
O
O万
年
昔
〉
の
地
層、が
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
た
ぶ
ん
、
こ
の
と
き
、
激

し
く
浸
食
を
受
け
た
結
果
、
削
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

久
万
層
群

質

頁
岩
・
砂
岩
・
磯
岩
か
ら
で
き
て
い
る
地
層
で
、
結
晶
片
岩
の
上
に
堆
積
し
て
い
る
。
瓶
ヶ
森

・
伊
吹
山
付
近
か
ら
、
伊

予

郡

中

山

町
・
犬
寄
峠
ま
で
分
布
し
て
い
て
、
こ
の
東
西
の
長
さ
約
四
五
キ
ロ
、
南
北
の
幅
、
最
大
約

一
五
キ
ロ
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
地
層
は
、

か
な
り
様
子
が
違
っ
て
お
り
、
下
部
は
、
結
晶
片
岩
か
ら
で
き
た
礁
や
砂
ば
か
り
で
、
上
部
に
は
、
そ
れ
は

地

下
の
部
分
と
上
の
部
分
が
、

第 3章

極
め
て
少
な
い
。
下
部
を
二
名
層
、
上
部
を
明
神
層
と
呼
ん
で
い
る
。
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名

自

父
二
峰
の
二
名
で
、
ボ
ウ
ス
イ
チ
ュ
ウ

・コ

ム
ケ
シ
・
サ
ン
ゴ
・
石
灰
潔
な
ど
の
、
海
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
化
石

し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
層
も
そ
の
こ
ろ
の
、
暖
か
い
深
い
海
の
中
で
、

第 1編

は
、
約
五

0
0
0万
年
昔
の
始
新
世
の
中
ご
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

で
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
地
層
の
下
部
は
、
巨
礁
岩
で
、
古
岩
屋
・
岩
屋
山
が
有
名
で
あ
る
が
、
土
泥
の
辺
り
か
ら
、
笠
方
に
か
け
て

広
く
分
布
し
て
い
る
。

仁3

ネ申

広ヨ
r~ヨ

明

明
神
層
の
方
は
、
結日間
片
岩
の
石
こ
ろ
は
、

(
礁
岩

・
砂
岩

・
頁
岩
)

ほ
と
ん
ど
入
つ
て
な
く
、

和
泉
層
群

と
変
質
古
生
層
、

最
上
層

は
、
花
山
間
岩
類
が
多
く
な
っ
て
、
さ
き
の
二
名
層
と
は
整
合
に
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
層
か
ら
の
化
石
は
多
く
、
ビ
ロ
ウ

の
類
や
、

亜
熱
帯
性
気
候
の
土
地
に
堆
積
し ノ、

ス
の
古
い
型
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
化
石
か
ら
、
明
神
層
は
、
約
四

0
0
0万
年
の
昔
、

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
久
万
層
群
と
呼
ば
れ
る
地
層
は
、
さ
き
の
結
晶
片
岩
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
地
層
が
堆
積
し
た
時

代
は
、
再
び
、
海
な
い
し
は
沼
で
あ
っ
て
気
候
も
現
在
よ
り
暖
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

円ロ

石

鎚

層

群

約
一
千
数
百
年
前
、
火
山
の
大
噴
火
が
、
次
々
と
起
こ
っ
た
。
こ
の
火
山
活
動
の
中
心
は
、
石
鎚
山
・

石
墨
山
・
皿

ヶ
嶺

・
砥
部
辺
り

の
四
か
所
で
、
中
央
構
造
線
に
沿
っ
て
、
約
一

0
キ
ロ
の
間
隔
で
、
並
ん
で
い
る
。



こ
の
地
層
は
、
凝
灰
岩

・
凝
灰
角
傑
岩

・
安
山
岩
の
熔
岩
流

・
集
塊
岩
が
、
繰
り
返
し
重
な
っ
て
で
き
て
い
る
。
さ
き
の
久
万
層
群
と

は
、
不
整
合
関
係
で
あ
る
こ
と
が
、

笠
方
市
口
付
近
の
割
石
川
右
岸
に
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

そ
の
当
時
は
、

陸
地
に
な
っ
た
り
、
ま

た、

沼
地
に
な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

面
河
渓
の
美
し
い
一
つ
の
条
件
は
、
岩
石
の
美
し
き
で
あ
る
が
、
濃
い
緑
の
結
晶
片
岩
・
黒
っ
ぽ
い
安
山
岩
・
白
い
花
山
岡
岩
の
色
の
対

比
が
美
し
く
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
岩
石
特
有
の
割
れ
か
た
が
、

景
色
に
変
化
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
花
山
間
岩
は
、
土
泥
辺
り
に
も
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
深
成
岩
で
あ
り
、
火
山
活
動
の
末
期
に
、

地
下
深
い
所
で
、
ゆ
っ
く
り
冷
え
固
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後

の
浸
食
で
上
部
が
削
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
に
姿
を
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

制

石

鎚

山

さ

ん

ぱ

が

わ

石
鎚
山
の
い
ち
ば
ん
下
の
基
盤
は
、
古
生
代
三
波
川
変
成
岩
類
の
緑
色
片
岩
や
黒
色
片
岩
で
あ
る
。
こ
の
変
成
岩
類
の
上
に
不
整
合
に

し

し
ん
と
う

始
新
統
(
約
四
0
0
0
万
年
前
)
久
万
層
群

(二
名
層

・
明
神
層
)
の
磯山石

・
砂
岩

・
頁
岩
な
ど
の
堆
積
岩
が
乗
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
上

よ
あ
か
し

に
、
い
ち
ば
ん
新
し
い
中
新
統
(
約
二

0
0
0万
年
前
)
石
鎚
層
群

(高
野
火
砕
流

・
夜
明
峠
変
質
安
土
岩
類

・
天
狗
岳
火
砕
流
)
の
火
山
岩
類
が

覆

っ
て
い
る
。

質

こ
れ
ら
の
変
成
岩
類
や
火
山
岩
鎖
は
面
河
花
山
岡
岩
類
に
よ
っ
て
貰
か
れ
、
そ
の
接
触
部
は
、
こ
の
変
成
岩
類
や
火
山
岩
類
が
、
オτ

ノレ

ン

ブ
ェ
ル
ス
に
変
わ

っ
て
い

る。

地

こ

も
ち
ご
ん
げ
ん

笹
ヶ
峰

・
手
箱
山
な
ど
の
山
頂
は
緑
色
片
岩
か
ら
で
き
て
い
る
が
、
瓶
ヶ
森

・
子
持
権
現
・
筒
上
山
の
磯
岩
は
久
万
層
群
(
二
名
層
〉

第3章

の
も
の
で
、

磯
や
砂
粒
は
変
成
岩
類
の
破
片
ば
か
り
で
あ
る
。
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シ
ラ
ザ
峠

・
伊
吹
山
・

土
小
屋

・
成
就
社
八
丁
坂
は
、

土
小
屋
付
近
か
ら
は
、

久
万
層
群

(明
神
層
〉
の
砂
岩
や
頁
岩
が
分
布
し、

タ
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石鎚火山の活動(中新世のころ〉

軽石や火山氏が水蒸気とまじり合って激しい勢いで噴き出 し火

昨流をつくる。

南

イ
ワ
ン
フ
ウ
な
ど
の
植
物
化
石
が
出
て
い
る
。
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石鎚山(天狗獄)
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カルデラ陥没後の現在の石鎚山

火砕流が固まり溶結凝X岩となって全体力:門形に陥没、花尉岩

質マグマはそのあとも上昇してくる。その後侵食を受ける。

(永井浩三氏による〉

天
狗
岳

・
石
鎚
山
・
西
冠
岳

・
二

の
森

・
堂
ヶ
森
な
ど
は
、

石
鎚
層
群
の
天
狗
岳
火
砕
流
堆
積
物
(
黒
雲
母
石
英
安
山
岩
質
溶

結
凝
灰
岩

・
凝
灰
角
糠
岩

・
擬
灰
岩
な
ど
)
か
ら
成
り
立
っ
て

い

る
。
こ
の
天
狗
岳
火
砕
流
堆
積
物
は
上
の
地
質
図
の
よ
う
に
周

囲
を
断
層
で
断
た
れ
て
直
径
約
七
キ
ロ
の
円
形
を
な
し
て
分
布

し
て
お
り
、
そ
れ
全
体
が
落
ち
込
ん
だ
構
造
を
し
、
昔
の
石
鎚

カ
ル
デ
ラ
の
下
部
の
鍋
状
陥
没
(
コ
l
y
ド
ロ
ン
)
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
面
河
渓
や
鉄
砲
石
川
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
一
四

0
0万
年
前
ご
ろ
貫
入
し
た
と
思
わ
れ
る
白
っ
ぽ
い
花
岡
岩
類

が
分
布
し
、
古
い
火
山
の
一つ

の
中
心
を
示
し
て
い
る
。
鉄
砲

み
じ
い
し

石
川
の
谷
で
は
電
気
石
が
放
射
状
に
成
長
し
て
葉
状
と
な
っ
た
「
紅
葉
石
」
が
見
ら
れ
る
。

石
鎚
山
系
の
新
説

同

こ
れ
ま
で
、
石
鎚
山
系
は
「
古
石
鎚
海
」
説
が
学
界
の
定
説
に
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
(
一
九
七
九
〉

高
知
大
学
理
学
部
甲

藤
次
郎
教
授
ら
の
手
で
、
淡
水
に
し
か
生
存
し
な
い
水
生
の
植
物
化
石
サ
ン
シ
ョ
ウ
モ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
「
石
鎚
山
系
湖
沼
・
一
説
を
発

表
し
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

か
つ
て
、
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

・
永
井
浩
三
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
長

・
堀
越
和
衛
の
地
質
調
査
、
研
究
に
よ
る
と
石
鎚
山
系
第
三
紀



層
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
下
部
を
久
万
層
群
、
上
部
を
石
鎚
層
群
と
呼
ば
れ
る
。
始
新
世
の
久
万
層
群
は
さ
ら
に
下
部
を
二
名
層
、

上
部

を
明
神
層
と
分
け
る
。
二
名
層
は
結
品
片
岩
の
壊
れ
た
磯
岩
が
主
体
で
、
そ
の
上
に
乗
っ
て
い
る
明
神
層
は
砂
岩
・
変
成
岩
・
花
山岡岩
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
。

「
古
石
鎚
海・
一
の
存
在
を
物
語
る
化
石
は
久
万
町
父
二
峰
地
区
二
名
の
東
条
か
ら
有
孔
虫
、

コ
ケ
ム
シ
・
二
枚
貝
・
石
灰
藻
、
同
じ
二

名
の
中
条
か
ら
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
・
サ
ン
ゴ
・
二
枚
貝
、

さ
ら
に
下
坂
場
峠
か
ら
コ
ム
ケ
シ
・
ウ
ニ
の
ト
ゲ
・
二
枚
貝
、

ひ
わ
だ
峠
か
ら
二
枚

貝
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
海
産
の
生
物
で
あ
る
た
め
、
二
名
層
は
海
の
堆
積
、
す
な
わ
ち
海
成
層
で
あ
る
と
永
井
氏
が
考

察
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
同
氏
が
作
成
し
た
「
久
万
層
群
分
布
地
域
地
質
図
」
を
見
る
と
二
名
層
は
久
万
町
二
名
・
古
岩
屋
の
ほ
か
美
川

村
岩
屋
寺

・
面
河
村
中
山
な
ど
に
走
っ
て
い
る
。

二
名
層
の
上
部
に
あ
る
明
治
層
か
ら
は
ハ
ス
や
カ
ツ
ラ
の
古
い
型
の
も
の
や
ビ
ロ
ウ
類
な
ど
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

ハ
ス
の
葉
の
か
け
ら
と
レ
ン
コ
ン
の
化
石
は
「
古
石
鎚
海
」
の
海
進
が
後
退
し
た
あ
と
の
沼
地
説
の
根
拠
と
な
っ
て

い
る。

「石
鎚
山
系
湖
沼
;一
説
を
打
ち
出
し
て
い
る
甲
藤
教
授
は
「
私
た
ち
の
研
究
は
永
井
・
堀
越
両
先
生
の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
、
修
正
定

義
し
た
も
の
だ
。
両
先
生
の
心
血
注
い
だ
労
苦
が
あ
っ
て
こ
そ
今
日
の
研
究
が
実
っ

た
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
」
と
両
先
生
の
研
究
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。
甲
藤
教
授
理
論
は
、
久
万
層
群
分
布
地
域
の
西
側
に
当
た
る
二
名
付
近
ま
で
は
西
方
か
ら
海
進
し
て
き
た
海
で
あ

質

っ
た
。
海
楼
化
石
が
そ
れ
を
立
証
し
て
い
る
。

浅
海
堆
積
層
か
ら
見
て
こ
の
海
進
を
「
古
父
二
峰
海
進
-
と
名
付
け
て
い
る
。
そ
の
他
の

大
部
分
は
土
石
流
扇
状
地
堆
積
層

・
網
状
河
川
堆
積
層

・
湖
成
堆
積
層
と

い
っ
た
陸
成
層
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
古
石
鎚
海
」
は
存
在

地

せ
ず
、
中
部
始
新
世
に
は
二
名
ま
で
に
浅
海
が
あ
っ
た
だ
け
と
し
て
い
る
。

第 3章

長
沢
林
道
か
ら
名
野
川
越
に
か
け
て
湖
成
堆
積
層
の
露
出
地
が
あ
り
、
永
井
・
堀
越
両
氏
の
研
究
資
料
を
加
味
し
て
考
察
す
る
と
当
時

23 

は
こ
の
模
式
地
を
東
南
端
ーと
し
て
西
北
に
延
び
る
長
径
約
八
キ
ロ
短
径
約
四
キ
ロ
の
湖
が
あ
り
、
湖
の
深
さ
は
約

一
0
0
メ
ー
ト
ル
に
及
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中部始新世の石鎚化石湖と古父ニ峰海進 伊藤教授説〉

高知県

一.-.一 県境

一一一一一 道路

愛媛県

堂ケ森1689A
A 

石墨山1456

立

ぶ
。
水
深
は
累
積
物
の
厚
さ

24 

中部始新世の水陸分布 (永井氏税)

か
ら
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
の
石
鎚
山
を
含
む

の
で

「
石
鎚
化
石
湖
」
と
呼

ぶ
。
高
知
県
土
佐
郡
本
川
村

の
シ
ラ
ザ
峠
に
も
湖
沼
性
の

堆
積
層
の
小
分
布
地
が
あ

り
一
ジ
ラ
ザ
小
化
石
湖
」
と

名
付
け
て
い
る
。

こ
の

「
石
鎚
山
系
湖
沼
」

動

・
植
物
の
化
石
発
見
が
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
に
は
マ
ル
ウ
タ

説
に
は
堆
積
層
の
ほ
か
に

ス
(
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
)
な
ど
。
今
年
に
入
っ

て
か
ら
淡
水
生
物
と
み
ら
れ

る
環
虫
類
(
ミ
ミ
ズ
や
ゴ
カ
イ
類
)
の
は
っ
た
跡
や
魚
の
ヒ
レ
の
生
痕
化

石
を
発
見
。
い
ず
れ
も
長
沢
林
道
の
名
野
川
越
付
近
の
久
万
層
群
か

ら
、
こ
の
六
月
に
は
同
じ
場
所
で
サ
ン
シ
ョ
ウ

モ
の
化
石
を
発
見
し

た
。
こ
れ
は
水
生
の

シ
ダ
植
物
で
、
比
較
的
暖
か
い
低
地
の
沼
や
池
な

ど
流
れ
の
な
い
淡
水
に
の
み
存
在
す
る
根
な
し
草
で
あ
る
。



『
サ
ン
シ
ョ
ウ
モ
の
化
石
発
見
は
湖
沼
説
の
決
め
手
と
な
っ
た
。
中
部
始
新
世
の
こ
ろ
に
は
今
日
の
石
鎚
連
峰
一
帯
は
低
地
で
あ
り
、

そ
こ
に
存
在
し
た
「
石
鎚
化
石
湖
」
が
し
だ
い
に
土
砂
に
埋
め
ら
れ
て
ゆ
き
、

沼
沢
地
の
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の
植
物
で
あ
ろ
う
「
石
鎚

化
石
湖
」
と
「
シ
サ
ザ
小
化
石
湖
」
は
あ
る
い
は
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
』
と
説
明
し
て
い
る
。

甲
藤
教
授
は
「
こ
れ
か
ら
は
石
鎚
山
誕
生
の
研
究
に
取
り
組
み
た
い
。
低
地
帯
か
ら

一
九
八
二
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
磯
岩
の
山
が
ど
の
よ

う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
そ
の
ナ
ゾ
を
解
い
て
み
た
い
。
始
新
世
か
ら
上
昇
運
動
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
火
山
活
動
・
中
央
構
造
線
の
傾
動

運
動
が
加
わ
っ
て
今
日
の
西
日
本
最
高
峰
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
:
:
:
」
と
結
ん
で
い
る
。

質地第 3章

な
お
、
こ

の
「
石
鎚
山
系
湖
沼
」
説
は
今
秋
(
一
九
七
九
)
日
本
地
質
学
会
で
発
表
さ

れ
る
。

(
昭
和
五
十
四
年

(
一
九
七
九
〉
七
月
二
十
九
日
付
「
愛
媛
新
聞
」
よ
り
〉

的

ミ

ジ

石

モ

もみじ石

紅
葉
の
名
所
面
河
渓
、
面
河
本
流
と
支
流
鉄
砲
石
川
の
合
流
点
付
近
に
、
電
気
石
の
み

ご
と
な
放
射
状
の
集
合
体
を
持
つ
花
山
岡
岩
が
見
ら
れ
る
。
ホ
ウ
素
を
含
ん
だ
ガ
ス
で
で
き

る
気
性
鉱
物
で
、
石
鎚
火
山
の
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
貫
入
岩
体
の
一
部
で
あ
る
。

モ
ミ

ジ
の
影
が
そ
の
ま
ま
白
い
岩
肌
に
焼
き
付
い
た
よ
う
な
み
ご
と
な
も
の
は
少
な

い
が
、
鉄

砲
石
川
の
河
原
を
探
せ
ば
小
さ
な
も
の
な
ら
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

25 
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鉱

物

資

源

自

古
い
書
物
に
よ
れ
ば
、

日
向
押
峠
(
鉱
主
門
屋
秀
一
郎
)
・
大
成
(
鉱
主
阿
部
貞
松
)
・
草
原

(鉱
主
田
坂
藤
原
)
・
大
味
川

(
八
束
彦
太
郎
)
の

第 1編

鉱
山
が
あ
っ
て
、
銅
鉱
を
産
出
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
山
谷
〈
鉱
主
一
回
宗
十
郎
)
で
も
試
掘
し
た
廃
坑
が
残
っ
て
い
る
。

な
お
、
菅
生
(
久
万
町
)
・
広
田
(
伊
予
郡
)
・
大
瀬
(
喜
多
郡
〉
の
銅
山
も
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
一
時
、
隆
盛
を
極
め
た
。
ま

た
別
子
(
宇
摩
郡
・
一
六
九
O
年
住
友
吉
左
衛
門
発
見
・
一
九
七
三
年
閉
山
)
は
、
足
尾
(
栃
木
県
)
と
と
も
に
、
園
内
屈
指
の
銅
山
で
あ
っ

た。
久
万
川
流
域
に
は
、
石
灰
岩
が
露
出
し
た
と
こ
ろ
が
各
所
に
あ
り
、
下
野
尻
・
二
名
・
御
三
戸
で
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
大
正
・
昭

和
に
か
け
て
、
石
灰
岩
を
焼
き
、
石
灰
を
製
造
し
て
い
た
。

石
材
も
、
安
山
岩
・
雲
母
安
山
岩
か
ら
、
墓
石
・
土
木
石
材
と
し
て
久
万
町
で
現
在
で
も
若
干
採
石
し
て
い
る
。



第
四
章

植

物

面
河
村
に
は
、
関
西
第
一
の
高
峰
石
鎚
山
〈
一
九
八
ニ
メ
l
ト
と
を
は
じ
め
、
二
の
森
・
堂
ケ
森
・
石
墨
山
な
ど
の
、
高
い
山
々
を
控

え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
村
の
植
物
の
垂
直
分
布
は
、
低
地
帯
、
す
な
わ
ち
、
常
緑
広
葉
樹
帯
か
ら
、
亜
高
山
帯
、
す
な
わ
ち
、
針
葉
樹
帯
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
面
河
渓
な
ど
の
優
れ
た
渓
谷
が
多
く
、
複
雑
に
入
り
込
ん
だ
地
形
や
気
象
条
件
に
よ
り
、
水
平
分
布
は
、
暖
帯
性
の
も
の
か
ら

温
帯
性
の
も
の
ま
で
見
ら
れ
、
そ
の
種
類
は
極
め
て
多
く
、
植
物
の
宝
庫
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な

い。

石
鎚
と
他
地
域
と
の
植
物
の
比
較

石

鎚

山

約
一
一
七

O
種

面

t匂

五
一

O
種

河

渓

物

愛

県

約
二

0
0
0種

~愛

日

本

約

八
五

O
種

柿

シ
ラ
ベ
・

ダ
ケ
カ
ン
パ
な
ど
の
亜
寒
帯
の
木
が
多
く
針
葉
樹
帯
に
入
る
。

ま
た
石
鎚
は
、
垂
直
分
布
か
ら
見
る
と、

と
こ

ろ
が
、
こ

の
石
鎚
連
峰
が
、
日
本
ア
ル
プ
ス

な
ど
の
、

高
山
帯
(
寒
帯
〉
の
濯

木

帯
よ
り
は
る
か
に
低
い
に
か
か
わ
ら
ず
石
鎚
山

27 

第 4章

頂
付
近
に
は
、
高
山
帯
に
し
か
見
ら
れ
な
い
コ
ケ

モ
モ
・
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
・
キ
バ
ナ
コ
マ
ノ
ツ

メ
な
ど
の
純
高
山
植
物
が
見
ら
れ
る

こ
と
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石
鎚
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石
鎚
山
で
の
雨
量

高

山

群

集

E
高
山
群
集

山

地

群

集

(寒
帯
)

回向

山

帯

(亜
寒
帯
)

亜

高

山

帯

(
沼
岨
世
帯
)

山

地

帯

|八
| 針葉喬木帯

|↑¥ι 
'r Lブ子 ¥ r持常緑;昆

3778m 

落葉広葉樹帯

は
、
植
物
分
布
上
か
ら
も
貴
重
な
問
題
と

28 

さ
れ
て
い
る。

」
れ
は
、
前
世
界
の
第
三
期
か
ら
、
第

四
期
に
か
け
て
、
北
半
球
が
氷
河
で
覆

一
集

-
￥十

一

昔
抱

一
観

(
暖
帯
)

一
号

山

麓

帯

一
樹

付

こ
の
寒
い
気
候
が
回
復
し
て
温
暖
に
な
る

直

と
、
こ
れ
ら
の
植
物
は
、
し
だ
い
に
故
郷

山
垂

鎚

抑

へ
と
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
石
鎚
山

一口
M
M
V植

の
よ
う
な
、
二

0
0
0
メ
ー
ト
ル
よ
り
低

低
山
地
群
集

常緑帯

シイ ・力シ

落葉常緑混生帯

常緑帯

わ
れ
、
気
候
が
寒
冷
で
あ
っ

た
時
、
北
方

の
植
物
は
南
方
に
、
高
山
植
物
は
低
地
に

と
下
っ
て
生
活
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

い
山
で
も
、
特
に
断
崖
絶
壁
や
急
斜
面

砂
磯
地

・
風
雪
の
強
い
と
こ
ろ
な
ど
の
特

殊
な
地
形
の
地
に
は
、
樹
木
が
育
ち
に
く

富士山

い
か
ら
小
さ
な
北
方
植
物
や
高
山
植
物
が

取
り
残
さ
れ
現
在
ま
で
も
生
活
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と、

考
え
ら
れ
て
い
る
。



面
河
渓
の
植
物

面
河
渓
は
、
四
国
山
地
を
南
に
切
り
開
い
た
先
行
谷
で
、
面
河
川
本
流
・
金
山
谷
川
・
鉄
砲
石
川
の
諸
谷
に
分
か
れ
、

い
ず
れ
も
暖
帯

に
発
達
し
た
原
始
に
近
い
天
然
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

ヒ
ノ

キ

・
ツ
ガ

・
モ
ミ
・
コ
ウ
ヤ
マ

キ

・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
・

イ
チ
イ
な
ど
の
針
葉
樹
、
が
、
全
山
に
満
ち
て
い
る
。
潤
葉
樹
は
特
に
多
く
、

カ
エ
デ
類
・
ブ
ナ
・
ケ
ヤ
キ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
カ
シ
・
南
方
性
の
ア
ラ
カ
シ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
・
ト
チ
ノ
キ
・
ク
リ
の
老
木
を
は
じ
め
と
し
て
、

ア
ズ
サ
・
シ
ラ
キ
・
ア
ワ
ブ
キ
・
フ
サ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
ナ
ギ
類
な
ど
、
暖
帯
北
部
よ
り
温
帯
南
部
の
樹
種
が
混
生
し
て
い
て
そ
の
種
類
は
た

1 :プナ

2 :イシヅチザサ

3 :コ ハウチワカエデ

4 :タンナサワ フ タギ

5 :ツタウノレシ

6 :ムシカ リ

物植第4章

ブナ林の断面模式図

1 :シラベ

2 :イシヅチザZサ

3 :ダケカソノミ

4 :ナンゴクミネカエデ

シラべ林の断面模式図

ダケカンバ林の断面模式図

29 
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る。

亡3

亀

原

い
へ
ん
多
い。

30 

{→ 

関
門
付
近

両
岸
に
迫
る
奇
岩
の
聞
に
、
ヒ
ノ
キ
・
カ
エ
デ
類
・

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
・
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
な

ど
の
木
が
、
天
を
覆
っ

て
い
る
。
岩
壁
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
、

イ
ワ
タ
バ
コ
・
モ
ミ
ジ
ハ

i実

グ

マ
・
コ
オ
ニ
ユ
リ
・
ア
ワ
モ
リ
シ
ョ
ウ
マ
な
ど
の
小
植
物
が
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、

渓

回
'じ、

谷
に
い
っ
そ
う
の
彩
り
を
添
え
て
い
る
。

想
思
渓
は
、
鉄
砲
石
川
が
面
河
川
に
合
流
す
る
地
点
で
あ
る
が
、
渓
流
に
近
い
湿
り
気
の

#自
，~.、

多
い
岩
に
は
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ
・
ク
ガ
イ
ソ
ウ
・
シ
モ
ツ
ゲ
ソ
ウ
・
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
な
ど
が
見

ら
れ
る
。

ま
た
、

五
色
河
原
で
は
、
昭
和
六
年
八
月
十
八
日
、
故
牧
野
富
太
郎
博
士
が
、

オ
モ
ゴ
ザ

サ
を
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
サ
サ
は
枝
分
か
れ
が
、
他
の
サ
サ
よ
り
多
く
、

葉
身
は
無
毛
で
あ

関
門
か
ら
約

一
キ
ロ
、
標
高
六
八
二
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
亀
原
が
あ
る
。
見
上
げ
る
大
絶
壁
、
そ
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
、

ラ
ン
・

セ
キ
コ
ク

・
チ
ャ
ボ
ツ
メ
レ
ン
ゲ
・
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の
よ
う
な
小
植
物
、

ケ
イ
ピ

コ
バ
ノ
ト
ウ
リ
コ
・
ク
ロ
ソ
ヨ
ゴ
・
ヒ
ノ
キ
・
ミ
ヤ
マ

よ
く
茂
っ
て
、
岩
壁
に
い
っ
そ
う
の
風
致
を
添
え

マ
タ
タ
ビ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
・
シ
シ
ラ
ン
・
イ
ワ
ヒ
バ
の
類
が
、



る。 て
い
る
。
岩
壁
に
張
り
付
い
て
、

数
十
年
か
け
て
生
長
す
る
と
い
わ
れ
る
イ
ワ
タ
ケ
は
、

食
用
川
と
な
り
、
独
特
の
珍
味
と
し
て
有
名
で
あ

ベ
ニ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ

(
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
)
は
、
北
海
道

・
東
北
地
方
に
咲
く
北
方
系
の
サ
ク

ラ
で
、
そ
の
花
は
、
ほ
ん
の
り
と
赤
く
、
見

る
人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
。
自
生
し
て
、
し
か
も
毎
年
花
を
咲
か
す
。
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
石
鎚
の
一
畏
山
、
面
河
山
で
は
、
亀
原
の

一

よ
そ
者
で
は
な
く
、
植
生
混
乱
の
心
配
は
な
い
。
面
河
の
景
観
を
彩
る

本
だ
け
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ベ

ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
石
鎚
育
ち
、

し
か
し、

亀
原
の

こ
の
桜
も
既
に
老
木、

の
に
最
適
の
木
、
き
っ
と
自
然
環
境
復
元
と
美
化
に
役
だ
つ
で
あ
ろ
う
。

い
つ
ま
で
も
、

優
雅
な
花
を
咲
か
せ
て
や
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

な
ん
と
か
し
て
、

亀
原
の
近
く
の
蓬
来
渓
は
、
清
流
に
照
り
は
え
る
紅
葉
の
た
い
へ
ん
美
し
い
所
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
故
牧
野
博
士
は
、

よ
く
似
た
草
で
、

葉

一
枚
の
オ
モ
ゴ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
を
見
つ
け
ら
れ
た
。

物植第 4章

マ
ム
シ
グ
サ
に

品
H

紅
葉
河
原
と
熊
測

逢
来
渓
の
上
流
に
、
紅
葉
の
名
所
紅
葉
河
原
が
あ
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
紅
葉

1夏

の
美
し
い
河
原
で
、
両
岸
に

カ
エ
デ
類
が
た
い
へ
ん
多
く
、
澄
み
き
っ
た
水
と
燃
え

亀

る
よ
う
な
紅
葉
、

ま
さ
に

一
幅
の
絵
で
あ
る。

さ
ら
に
そ
の
上
流
に
下
熊
測
と
上
熊
測
が
あ
る
。
面
河
川
有
数
の
深

い
測
で

あ

る。
こ
れ
ら
の
測
を
囲
ん
で
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
・
ユ
ウ
ヤ
マ
キ
・
イ
ヌ
プ
ナ
・
ド
ウ
ダ

31 

γ
ツ
ツ
ジ
・
ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、

ナ
ッ
ツ
バ
キ
・

ク
ロ
ソ

ヨ
ゴ
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カ
ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
な
ど
、
そ
の
種
類
は
非
常
に
多
い
。

制

金
山
谷
J 11 

もみじ河原

が
枝
を
交
じ
え
て
繁
茂
し
て
、

32 

昼
な
お
暗
い
コ

ま
た
、
木
の
下
、
石
の
上
に

調!

は
、
ク
サ
ノ
オ
ウ
バ
ノ
ギ
ク
、

葉
さ
き
か
ら
根
を
下
す
単
羽
状

貴重

の
フ
ジ
シ
ダ
ク
サ
ア
ジ
サ
イ
・

セ
キ
コ
ク

・
オ
オ
モ
ミ
ジ
ガ

サ

・
フ
夕
、
、
ハ
ラ
ン

・
キ
ン
セ

イ

エ
ビ

ネ

・
ミ
ヤ
マ

ナ
ル
コ

ユ

リ
・
ク
モ
キ
リ
ソ
ウ
・
セ
イ
タ

ツ
・
ヒ

メ
シ
ャ

ラ
ハ
シ
コ
ク
ス
ミ

レ
と
と
も
に
、

さ
ら
に
、
上
流
約
二
キ
ロ
、
左
が
面
河
川
の
本
流
、
右
が
金
山
谷
川
で
あ
る
。
こ
の
合
流
地
付
近
に
は
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ

第
三
紀
の
植
物
)
・
イ
ヌ
プ
ナ

・
シ
ラ
キ

・
マ

ン
サ
ク

・
サ
ワ
グ
ル
ミ

・
ト

チ
ノ
キ
な
ど
の

ル
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
マ
・
タ
マ
ガ
ワ
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
オ
オ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
イ
チ
ゴ
な
ど
の
小
植
物
も
多
い
。

金
山
谷
川
は
、
久
孝
の
滝
で
面
河
本
流
に
合
し
て
い
る
が
、
こ
こ

か
ら
筒
上
山
に
登
る
谷
が
、
金
山
谷
川
で
あ
る
。
こ
の
谷
は
、
岩
石

も
違
う
が
、
植
物
も
、
キ
ハ

ダ

・
ア
ラ
ラ
ギ

・
テ
ツ

カ
エ
デ
な
ど
に
変
わ
り
、

大
木
や

ヒ
ノ
キ
・
コ
メ
ツ
ガ
・
モ
ミ
が
多
く
、
そ
の
聞
に
、

カ
ツ



ラ
・
シ
ナ
ノ
キ

・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

・
ア
ワ
ブ
キ
な
ど
の
潤
葉
樹
が
、
校
を
交
じ
え
て
、
原
始
の
大
密
林
の
様
相
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヤ

谷
と
も
呼
ん
で
い
た
。

ナ
ギ
の
木
が
多
く
、
昔
こ
の
木
で
柳
小
屋
を
造
っ
て
人
が
住
ん
で

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
金
山
谷
川
は
一
名
、

国

鉄
砲
石
川

ヤ
ナ
ギ

し
か
も
、
奇
岩
と
清
流
、
訪
れ

想
思
渓
よ
り
本
流
を
渡
っ
て
鉄
砲
石
川
に
入
る
。

こ
の
谷
は
、
昔
柏
人
が
住
ん
で

い
た
と
も
い
わ
れ
、

物植第 4章

る
人
も
多
い
。
紅
葉
淵

・
枢
の
底

・
お
月
見
岩

・
兜
岩

・
布
引
滝

・
兜
測

・
闇
魔
測
な
ど
、

目
を
休
め
さ
せ
な
い
。

ヨ
コ

グ
ラ
ノ
キ
が
多
く
、
珍
し
く
マ
ダ
ケ
の
竹
林
が
あ
る
。
枢
の
底
の
近
く
に
は
、
ケ

ヤ

キ
が
多
く
、
目
通
り
七
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も
の
も
あ
る
。

エ
ゾ
ノ
キ

・
ハ
シ
ド
イ
も
人
目

を
引
く
植
物
で
あ
る
。
鉄
砲
石
川、

そ
の
名
の
由
来
の
鉄
砲
石
、
川
岸
の
岩
の
あ
ち
こ
ち
の

国有林モミ

モ
ミ
ジ
石
も
有
名
で
あ
る
。

付

御
来
光
の
滝

亀
原
か
ら
、
四
キ
ロ
の
阿
弥
陀
湖
、
五
キ

ロ
で
孔
雀
洲
、
さ
ら
に
犬
吠
の
滝
、
標
高
一

0

0
0
メ
ー
ト

ル
の
魚
止
め
滝
を
経
て
御
来
光
の
滝
に
達
す
る
。

標
高

一
二

0
0
メ
ー
ト

ル
、
亀
原
か
ら
六
キ

ロ、

滝
の
高
さ
四

一
メ
ー
ト

ル
、
実
に
壮
観

33 

で
あ
る
。
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付

石

鎚

こ
の
辺
り
の
植
物
を
概
観
す
る
と、

シ
コ

ク
ジ
ラ
ベ
・
モ
ミ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
・

2

34 

メ
ツ
ガ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
・
ア
サ
ノ
ハ
カ
エ
デ
、

ナ
ナ
カ

マ
ド
・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ

な
ど

や
、
大
陸
植
物
の
オ
ウ
ト
ウ
ヒ
レ
ン

・
モ
ロ
ハ
テ
ン
ニ
ン
・
ヒ

メ
キ

リ
ン
・
シ
コ
ク

フ
ロ
ウ
・

サ
ル
メ
ン
エ
ビ
ネ
・
ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
・
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
、

葉
に
毛
の
あ
る

ト
リ
ガ

タ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
な
ど
が
あ
り
、
関
門
付
近
の
植
物
に
比
べ
て
、
ず
い
ぶ

ん
そ
の
様
子
が
、
異
な
っ

て
い
る
。

石
鎚
山
の
植
物

石
鎚
山
へ
は
、
上
熊
測
の
奥
、
左
手
の
石
鎚
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
約
一

0
キ
ロ
で
、
山
頂
に
達
す
る
。
石
段
を
登
り
、
急
な
坂

路
、
オ
オ
フ
ジ
シ
ダ
・
ク
サ
ノ
オ
ウ
パ
ノ
ギ
ク
・

オ
オ
カ

モ
メ
ズ
ル
が
、
左
右
に
ち
ら
ほ
ら
目
に
つ
く
。

さ
ら
に
登

っ
て
、

標
高

一
二

0
0
メ
ー
ト

ル
の
辺
り
ま
で
は
、
多
く
の
澗
葉
樹
の
聞
に
、

モ
ミ
・
ツ
ガ
の
巨
木
が
混
生
し
て
い
て
、

昼

で
も
暗
い
よ
う
な
、
密
林
と
な
っ
て

い
る
。
ナ
ッ
ツ
パ
キ
の
樹
膚
の
美
し
い
の
も
あ
ち
こ
ち
。
登
る
に

つ
れ
て
、

コ
メ
ツ

ガ

・
シ
コ
ク
シ

ラ
ベ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

の
針
葉
樹
が
見
ら
れ
、

つ
い
に
、

イ
シ
ズ
チ
ザ
サ
の
笹
原
に
出
る
。
こ
の
笹
原
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
、
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
・
シ
コ
ク
シ
ラ
ベ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
・
花
穂
の
や
や
長
く
て
太
い
シ
コ
ク
ダ
ケ
カ

γ
パ
な
ど
の
孤
立
し
た
も
の
や
、
小
群
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-高山植物と石鎚・面河の

名のつく植物

落
を

つ
く
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

標
高

一
七

0
0
メ
ー
ト
ル
よ
り
上
は
、
シ
コ
ク
シ
ラ

A γ コクイチ ケ'

rミ

(
マ
ツ
科
)

の
純
林
、
洪
積
世
寒
冷
期
の
残
存
針
葉

樹
で
、
四
国
で
は
石
鎚
山
系
と
剣
山
に
し
か
見
ら
れ
な

ぃ
。
シ

コ
ク
シ
ラ
ベ
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
に
比
べ
て

葉
は
軟
ら
か
く
、

(
ウ
ラ

果
実
は
少
し
小
形
で
紫
色

企イ >'/チ ザクラ

ジ
ロ
モ
ミ
は
緑
色
)

一
包
鱗
は
外
か
ら
見
え
な
い
か
ら
、

区
別
が
つ
か
な
い
よ
う
で
も
、

よ
く
見
る
と
判
別
で
き

る
。
強
風
の
た
め
高
さ
も
ほ
ぼ
そ
ろ
い
、
独
特
の
風
格

が
あ
り
、

な
ん
と

い
っ
て
も
石
鎚
山
系
の
植
物
の
王
者

企オモコつテ〆ナ〆~ .ウ

で
あ
る
。
約
三
二
ヘ

ク
タ

ー
ル

の
、
こ

の
大
群
落
は
、

昭
和
六
年
(
一
九
三一

)
保
護
林
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
シ
コ
ク
シ
ラ
ベ

の
林
と
こ
の
樹
の
白
骨
林
を
見

通
し
て
石
鎚
山
・
天
狗
缶
の
眺
望
は
、
ま
た
、
格
別
で

あ
る
。

こ
の
林
に
、
多
少
の
ウ
ラ
ジ

ロ
モ
ミ
・
ゴ

ヨ
ウ

企 イゾ jテウスハアザ‘

マ
ツ
・

ダ
ケ
カ
ン
バ
が
混
生
し
て
お
り
、
樹
下
に
は
ハ

リ
ブ
キ
・
イ
シ
ヅ
チ
イ
チ
ゴ
・
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
な
ど
の

35 

植
物
も
目
に
つ
く
。
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石
鎚
山
の
高
山
植
物

高
山
植
物
と
呼
ば
れ
る
植
物
は
、
普
通
標
高
二

0
0
0
メ
ー
ト

ル

シコクシラペ

の
濯
木
帯
以
上
の
、
高
山
に
生
育
す
る
特
有
な
も
の
で
、
日
本
に

は
、
五
、

パ
百
種
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

石
鎚
山
は
、
二

0
0
0
メ
ー
ト

ル
以
下
の
山
で
あ
り
、
本
来
で
あ

れ
ば
、
高
山
植
物
は
自
生
し
な
い

の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
石

鎚
山
に
は
、
種
類
こ
そ
少
な
く
て
も
、
純
高
山
植
物
が
自
生
し
て
お

り
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る。

石
鎚
及
び
そ
の
連
山
の
植
物
相
の
成
り
立
ち
を
み
る
と、

本
州
中
部

(日
本
ア
戸
プ
ス
)
の
標
高
二

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
山
に
自

生
し
て
い
る
純
高
山
植
物
の
、
ミ
ヤ
マ

ダ
イ
コ
ン
ソ

ウ

・
ヒ
ロ
ハ
ノ
コ

メ
ス
ス
キ

・
ツ
ガ

サ
ク

ラ
な
ど
の
類
が
あ
る
。
ま
た
、
北
海
道
や

千
島
列
島
に
あ
る
よ
う
な
北
方
系
の
も
の
に
キ
バ
ナ
コ
マ

ノ
ツ
メ

・
コ
ケ
モ
モ
・
ミ
ヤ
マ
ヌ
カ
ボ
・

チ
シ
マ

ゼ
キ

シ
ョ
ウ
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
二
つ

の
系
統
の
も
の
が
入
り
交
じ
っ
て
石
鎚
の
主
な
高
山
植
物
と
な

っ
て
い
る
。

な
ど
も
ま
た
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
い
る。

ま
た
、
こ

の
地
方
を
中
心
と
し
て
生
ま
れ
た
特
産
植
物
の
イ
シ
ヅ
チ
ボ
ウ
フ
ウ

・
タ
カ
ネ
オ
ト
ギ
リ
・
ヒ
メ

キ
リ
ン
・
シ
コ

ク
イ
チ
ゲ

さ
ら
に
、

ハ
ス
ノ
ハ
イ
チ
ゴ
・

ク
ロ
タ
キ
カ
ズ

ラ
・
ヨ
コ

グ
ラ
ノ

キ
な
ど
の
よ
う
に
、
中
国

(中
華
人
民
共
和
国
〉
大
陸
と
縁
の
深
い
大

陸
植
物
も
交
じ
っ

て
い
る。

お

し
ベ

イ
シ
ヅ

チ
ザ
サ
の
笹
原
の
聞
に
、
点
々
と
残
っ
た
砂
磯
地
や
道
ば
た
に
黄
色
の
大
き
な
美
し
い
花
で
、

雄
蕊
の
長

い
タ
カ
ネ
オ
ト
ギ
リ



が
コ
オ
ト
ギ
リ
と
混
生
し
て
い
る
の
も
ほ
ほ
え
ま
し
き
な
が
め
で
あ
る
。
面
河
の
谷
間
に
は
、
キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
の
美
し
く
咲
い
た
貰

色
の
花
が
、
登
山
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
森
の
谷
間
の
砂
磯
地
に
は
、
ネ
バ
リ
ギ
ラ
ン

・
キ
パ
ナ
ノ
コ
マ

ノ
ツ
メ

・ユ

キ
ワ
リ
ソ
ウ
が
自
生
し
て
い
る
o

ユ
キ
ワ

リ
ソ
ウ

イ
チ
ゲ
の
群
生
が
あ
り
、

は
、
サ

ク
ラ

ソ
ウ
科
の
一

種
で
あ
る
。

こ
の
森
か
ら
、
堂
ケ
森
に
通
ず
る
道
ば
た
に
は
、

緑
と
白
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
み
ご
と
で
あ
る
。

土小屋上500m
U石
¥¥鎚
¥もス
¥¥布

、五
、¥ ，;.〆

ぬ関門ゲート 白
650m し、

花
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笹
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中

咲
台、

せ

南
側
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ウパメ 7ゲシ ・トベラ海岸植生

物
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北
側

1.800 

1，600 

標
1，400 

高 1.200

m 1，000 
、、_./

800 

2，000 

600 

400 

200 

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
と
枝
の
出
方
の
違
う
シ
コ
ク

同
開

石
鎚
の
代
表
的
高
山
植
物

1 

チ
シ
マ
ザ
ク
ラ

(い
ば
ら
科
〉

「
千
島
桜
」
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
寒
帯
性
の
高
山
植
物
で
四
国
の
よ
う
な
南
日
本

一向

で
、
本
種
や
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
寒
い
時
代
の
名
残
の
植
物
が
見
ら
れ
る

こ
と

誼

は
、

学
術
的
に
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
o

花
は
直
径
二
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
、

淡
紅

の性

色
、
又
は
白
色
で
多
少
芳
香
を
も
っ
て
い
る
o

五
月
中
旬
過
ぎ
に
咲
き
、
愛
媛
県
の
サ
ク

帥

ラ
で
は
、
い
ち
ば
ん
遅
く
咲
く
o

鎚石

2 

ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
(
つ
つ
じ
科
)

本
県
に
多
い
ツ
ク
シ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

と
比
べ
る
と、

葉
の
一
畏
に
褐
色
が
か
っ
た
毛
が
密
生

し
な
い
で
葉
は
無
毛
、
淡
緑
色
を
し
て
い
る
。
七
月
ご

ろ
、
白
色
又
は
微
紅
色
の
、
美
し

い
花
を
咲
か
せ
る
。
北
海
道
・
本
州
(
中
部
以
北
の
高
山
〉
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
石
鎚
山

で
は
、
標
高
一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
各
所
に
自
生
し
て

い
る
。

37 
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4 

イ
シ
ヅ
チ
ボ
ウ
フ
ウ
(
せ
り
科
〉

石
鎚
の
頂
上
付
近
で

ま
ず
自
に
つ
く
の
は
、

た
く
ま
し
い
感
じ
が
す
る
。

の
集
ま
り
が
大
型
で
、

1 :ウ ラジロモ ミ

2 :イ シヅチザサ

単層的な社会をつくる

ウラジロモミ林の断面模式図

3 

ミ
ヤ
マ

ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ

(
ば
ら

科
¥J 

38 

日
本
中
部
の
高
山
に
自
生
す
る
純
枠

な
高
山
植
物
で
あ
る
。

花
は
直
径
二
セ

イシヅチザザ

ン
チ
ぐ
ら
い
で
鮮
や
か
な
黄
色
を
し
て

い
る
。七

月
、
石
鎚
山
頂
の
岩
壁
に
、
丸
い

葉
と
黄
色
の
花
が
、
あ
ち
こ
ち
と
涼
し

い
風
に
揺
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

す
が
す
が
し
く
、
す

っ
か
り
暑
さ
を
忘

れ
さ
せ
る
花
で
あ
る
。

ニ
ン
ジ
ン

を
低
く
し
た
よ
う
な
、
こ
の
植
物
の
小
さ
い
花
で
あ
る
o

対
の
わ
り
に
、
花

5 石
鎚
の
強
風
に
耐
え
て
、
根
張
り
が
深
い
の
で
抜
き
取
る
こ
と
は
難
し
い
o

石
鎚
山
の
代
表
的
な
植
物
の
一
つ
で
あ
る
o

シ
コ
ク
フ
ウ
マ
(
ふ
う
ろ
う
そ
う
科
〉

四
国

・
中
国
・
和
歌
山
の
各
地
の
高
山
帯
に
生
え
る
多
年
生
の
草
木
で
あ
る
o

花
は
八
月
、
紅
紫
色
で
、
直
径
二

・
五

セ
ン
チ
か
ら
三

セ
ン
チ
、

薬
草
と
い
わ
れ
る
ゲ

ン
ノ
シ

ョ
ウ
コ
の
花
に
よ
く
似
て

い
る。



6 

ツ
ガ
ザ
ク
ラ
(
つ
つ
じ
科
)

亜
高
山
帯
上
部
か
ら
高
山
帯
の
湿
り
の
あ
る
日
当
た
り
の
よ
い
砂
磯
地
・
岩
の
割
れ
目
な
ど
に
生
育
し
、
群
落
を
つ
く
る
こ
と
が
多

し、。
高
さ
七
セ
ン
チ
か
ら
二

0
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
常
緑
小
低
木
枝
は
、
横
に
張
っ
た
地
下
茎
か
ら
直
立
し
、
さ
ら
に
細
か
く
枝
分
か
れ
を
す

る。

花
は
七
月
か
ら
八
月
に
咲
き
、
鐘
形
の
長
さ
五
ミ
リ
か
ら
八
ミ
リ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

石
鎚
、
面
河
の
植
物
は
、
い
わ
ば
郷
土
の
花
、

学
術
研
究
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

7 

カ
ツ
ラ
の
群
生
(
愛
媛
県
天
然
記
念
物
〉

大
成
、
桂
川
の
谷
沿
い
に
自
生
す
る
樹
齢
約
三

O
O年
の
カ
ツ
ラ
の
大
樹
、
樹
高
約
三

0
メ
ー
ト
ル
こ
の
主
幹
一
本
を
中
心
に
、
二

O

余
り
の
小
幹
、
直
径
約

一
0
メ
ー
ト
ル

の
群
生
は
、
カ
ツ
ラ
の
小
樹
林
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
八
年

ハ
一
九
五
三
)
愛
媛
県

物

39 

か
ら
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

一フツ力

植第 4章
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名

自

ア
サ
マ
リ
ン
ド
ウ

ヤ
ク
シ
ソ
ウ

リ
ン
ド
ウ

第 1編

ヤ
マ
シ
ロ
キ
ク

コ
ウ

ス
ユ
キ
ソ

ウ

ミ
ヤ
マ
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

オ
タ
カ
ラ
コ
ウ

シ
シ
ウ
ド

オ
オ
マ
ル
パ
ノ
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ

イ
シ
ヅ
チ
ボ
ウ
フ
ウ

ナ
ン
ゴ
ク
ク
ガ
イ
ソ
ウ

イ
ヨ
フ
ウ
ロ

シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ

リ
ョ
ウ
プ

ノ
リ
ウ
ツ
ギ

ク
ロ
ヅ
ル

コ
メ
ツ
ツ
ジ

ナ
ッ
ツ
バ
キ
・

ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ

植

物

白桃紫白白白貰賞受白青賞紺

成
就

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

成
就

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

石
鎚

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

成
就

ス
カ
イ
-
フ
イ
ン

土
小
屋
・成
就

土
小
屋
・成
就

成
就

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

石
鎚
ル
ン
ゼ

石
鎚
ル
ン
ゼ

石
鎚
ル
ン
ゼ

石
鎚
ル
ン
ゼ

石
鎚
ル
ン
ゼ

石
鎚
・瓶
ヶ
森

石
鎚
全
域

石
鎚
全
域

石
鎚
・瓶

ヶ
森

石
鎚
・瓶
ヶ
森

面
河
山
・成
就

石
鎚
山
頂
附
近

ラ
イ
ン

成
就
・
ス
カ
イ

白白白白紺;炎 自
主工

品
化
の
中
旬

場

16月

花己E
18月

期 I9月
:1 同

所

下方へ移って11月末まで続く。カエデ科のアサノハカエデ・イ タヤカエデ・イロハ

タヤメイゲツ ・オオモミジ・カジカエデ ・コハウチワカエデ・コミネカエデ・テ

デ・メグスリノキ ・ヤマシパカエデなどの17種のほか、シラキ ・コ マユミ ・ツリパ

クロモジ ・ダンコウバイ・コ ヨウラクツツジ ・シロドウダンなど多くの落葉樹が

13種のカエデ科の仲間や多く の落葉樹がもみじして美 しく、渓の中ほどには紅葉河

Lて有名である。

40 
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花ごよみ

名

ミ
ズ
キ

ド
チ
ノ
キ

ヤ
マ
シ

ャ
ク
ヤ

ク

イ
ワ

ガ
ラ
ミ

カ
マ

ツ
カ

コ
マ

ガ
タ
ケ
ス
グ
リ

シ
ロ
ド
ウ
ダ

ン

ユ
キ
・
ワ
リ
ソ
ウ

コ
カ
ク
ウ
ツ

.キ

ダ
イ
セ
ン
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ

ア
ケ
ボ

ノ
ツ
ツ
ジ

ム
シ
カ
リ

ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

イ
シ
ヅ
チ
ザ
ク
ラ

タ
ム
シ
パ

ト
サ
ノ
ミ
ツ

バ
ツ
ツ

ジ

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ

コ
パ
ノ
ミ
ツ

バ
ツ

ツ
ジ

ヤ
マ
ブ
キ

マ
ン
サ
ク

植

物

白

ラ
イ
ン

成
就
・
ス
カ

イ

ラ
イ
ン

成
就
・
ス
カ
イ

石
鎚
・成
就

石
鎚
上
部

石
鎚
・
成
就

石
鎚
上
部

石
鎚
・成
就

石
鎚
山
項

ラ
イ
ン

成
就
・
ス
カ
イ

石
鎚
全
域

石
鎚
・面
河

石
鎚
・成
就

石
鎚
全
域

石
鎚
・瓶
ヶ
森

面
河
・成
就

面
河・
成
就

面
河
・石
鎚

面
河
・西
之
川

面
河
・
西
之
川

面
河
・
西
之
川

白赤 白白白
u ，L.， .." *'工

自殺白桃紫白桃 白
紅紅

貰貰紫桃紫白
花
の
色

場

所

河
川
一
刊
一
日
一
日

イヒ

期

石鎚山の紅葉は 9月からまず上部のものから始まって、だんだん，

モミジ ・ウリカエデ ・ウリハダカ エデ ・エ ンコウカ エデ ・オオイ

ツカエデ ・ナンゴク ミネカエデ・ヒナウチワカエデ・ミツデカエ

ナ・ナナカマド・ ガマズミ ・ムシカ リ・ヤマシグレ・シロモジ・

赤・紅・紫・貰・褐など色とりどりにもみじする。また面河渓も

原 くもみじがわら〉と名つeけた部分もあるほどで、紅葉の名所と

7月

石鎚山の紅葉
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物

動

第 1編

西
日
本
に
お
け
る
最
高
峰
石
鎚
山

(
一
九
八
二
メ
l

ト
と
、

及
び

こ
の
山
系
に
属
す
る
亜
高
山
地
帯
に
は
、

普
通
寒
地
帯
に
だ
け
生
育

す
る
多
数
北
方
系
の
種
類
が
残
存
し
て
い
て
、
動
物
相
に
お
い
て
も
活
目
す
べ
き
多
く
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

一
方
、
高
知
県
の
海
岸
か
ら
、
豊
後
水
道
に
か
け
て
は
、
黒
潮
の
影
響
に
よ
っ

て、

亜
熱
帯
要
素
が
多
く
混
入
し
て
、
地
理
的
に

い
る。

も
生
態
的
に
も
複
雑
で
、
そ
の
分
布
の
様
相
は
実
に
興
味
が
あ
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
四
国
の
複
雑
な
分
布
を

一
つ
の
縮
図
と
し
て
示
し

て
い
る
所
が
、
石
鎚
山
及
び
面
河
山
の
動
物
相
の
特
色
と
も
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
が
原
因
で
な
く
、
暖
か
か
っ
た
第
三
紀
及

び
寒
か
っ
た
第
四
紀
洪
積
世
の
時
代
に
入
り
込
ん
だ
動
物
が
、
石
鎚
・
面
河
の
複
雑
な
地
形
や
気
象
に
適
応
し
て
生
育
し
た
た
め
で
も
あ

ろ
う
。

石
鎚
山
を
中
心
と
し
た
、
標
高

一
七

0
0
メ
ー
ト

ル
級
の
山
々
に
は
、
こ
こ
だ
け
に
分
布
す
る

シ
コ
ク
シ
ラ
ベ
・
コ
マ
ツ

ガ

・
ゴ
ヨ
ウ

マ
ツ

の
実
を
好
ん
で
食
べ
る
高
山
鳥
の
ホ
シ
ガ
ラ
ス
(
ダ
ケ
ガ
ラ
ス
又
は
プ
チ
ガ
ラ
ス
と
も
い
う
〉
が
住
ん
で

い
る。

こ
れ
は
、
北
方
系
の
鳥

で、

石
鎚
は
白
木
の
分
布
の
南
限
に
当
た
る
。
ま
た
、

日
本
南
限
の
貴
重
な
繁
殖

メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ

・
ル
リ
ピ
タ
キ

・コ

ル
リ
な
ど
も
、

個
体
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
昆
虫
類
に
も
、
ツ
マ

ジ

ロ
ウ
ラ
ジ
ャ

ノ
メ
・
キ
ン
ス
ジ

コ
ガ
ネ

・
ア

オ
ア
シ

ナ
ガ

ハ
ナ
ム
グ
リ
・
ア

カ

ジ

マ
ト
ラ
カ
ミ
キ

リ
な
ど
も
、
北
方
系
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
、

南
方
系
の
昆
虫
類
に
は
、
ツ
ノ
ク
ロ
ツ
ヤ
ム
シ
が
、
ブ

ナ
や

モ
ミ
の
倒

木
の
中
に
住
ん
で
お
り
、
面
河
渓
に
は
、
ク
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
・
イ
シ

ガ
ケ
チ

ョ
ウ
な
ど
が
い
る
。
鳥
類
に
は
、
ヤ
イ
ロ
チ

ョ
ウ
・
ブ
ツ

ポ
ウ

ソ
ウ
な
ど
も
い
る
。



以
下
、
そ
の
特
異
な
も
の
を
追
っ
て
み
る
。

カ
モ
シ
カ
な
ど
の
晴
乳
動
物

カ
モ
シ
カ
は
、
名
や
姿
は
シ
カ
に
似
て
い
て
も
、
実
は
ヤ
ギ
と
同
じ
く
ウ
シ
科
の
動
物
で
あ
る
。
現
在
は
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
保
護
動
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
指
定
を
受
け
た
後
も
密
猟
が
続
き
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
た
。
毛
皮
に
下
毛
が
密
生
し
て
い
て

保
温
と
防
水
に
優
れ
、
肉
は
重
要
な
蛋
白
源
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
・
ア
オ
シ
シ
・
ク
ラ
シ
シ
と
い
っ
た
別
名
は
、
獣
肉
を
意
味
す
る
シ
シ
や

ニ
ク
に
由
来
し
て
い
る
。

グ
つ
の
d

は
釣
り
の
擬
餌
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

か
な
り
多

か
つ
て
は
、

数
生
育
し
て
い
た
ら
し
い
。

カ
モ
シ
カ
は
高
山
の
動
物
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
強
い
が
、
こ
れ
は
低
山
に
住
ん
で
い
た
が
、
追
わ
れ
た
り
殺
さ
れ
た
り

し
て
、
ご
く
少
な
く
な
っ
た
か
ら
で
、
山
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
丘
陵
や
崖
を
本
来
の
住
み
場
所
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
で

現
在
で
は
、

は
、
標
高

一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
、

亜
高
山
帯
の
常
緑
樹
林
に
住
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
、

シ
ラ
ベ
や
そ
ミ
の
若
葉
・
コ
ケ
類
を
食
べ

て
い
る
。
愛
媛
県
で
は
昭
和
二
十
一
年
ご
ろ
捕
ま
っ
た
個
体
の
皮
が
県
立
博
物
館
に
あ
る
。

物

た
く
さ
ん
い
た
動
物
だ
が
、
近
年
(
一

O
O年
ぐ
ら
い
の
間
〉
絶
滅
に
近
い
動
物
の
一
つ
で
あ
る
。

ム
サ
サ
ビ
や
イ
タ
チ
は
ブ
ナ
帯
ま
で
、

タ
ヌ

リ
ス

は
石
鎚
山
の
頂
上
近
く
ま
で
、

テ
ン
は
さ
ら
に
そ
の
上
部
に
ま
で
住
ん
で
い
る
。

動

キ
・
ア
ナ
グ
マ
・
イ
ノ
シ
シ
は
、
人
家
近
く
や
渓
流
の
近
く
に
住
む
傾
向
が
あ
る
。
イ

ノ
シ

シ
は
近
年
減
っ
た
と
は
い
え
、

ク
ズ
の
根
を

第 5草

し
と
め
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。

掘
り
返
し
た
所
が
、
林
の
中
に
こ

こ
か
し
こ
あ
っ
た
り
、

五
、
六
人
の
猟
師
が
、

一
日
に
三
頭
も
、

43 

他
方
、
帰
化
動
物
と
さ
れ
て
い
る

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
漢
字
で
「
白
鼻
芯
」
と
書
き
、
鼻
筋
の
中
心
が
白
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ジ
ャ
コ



然自第 1編

さ
れ
て
い
る
。

ウ
ネ
コ
科
の
動
物
で
、
南
は
ス
マ
ト
ラ
・
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
、
北
は
中
国
中
部
ま
で
分
布
し

44 

冬眠で有名なヤマネ(手のひらにのせている〉

て
い
る
。
習
性
な
ど
に
つ
い
て
は
、
余
り
わ
か
っ
て
い
な
い
。

こ
の
動
物
が
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
静
岡
県
で
ミ
カ
ン
に
被
害
が
出
た
こ
と
に
よ
る
。

昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四
〉
飼
育
中
の
も
の
が
逃
げ
、

そ
れ
が
野
生
状
態
で
繁
殖
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

面
河
村
で
も
、

昭
和
三
十
年
(
一
九
五
五
〉

に
見
つ
か
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

担

、ー

の
標
本
も
県
立
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
村
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
果
樹

や
農
作
物
・
養
鶏
・
養
魚
に
被
害
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

カ
キ
の
実
が
熟
す
る
こ
ろ
、

カ
キ

の
木
に
糞
が
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

き
ち

夏
は
椿
せ
て
い
て
も
、
秋
は
山
の
幸
を
せ
っ
せ
と
食
べ
て
、
冬
に
は
丸
々
と
脂
肪
太
り

し
て
、
肉
の
味
は
イ
ノ
シ
シ
以
上
だ
と
も
い
わ
れ
る
。

し
か
し

ノ
ウ
サ
ギ
・
ノ
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
駆
除
す
る
益
獣
と
も
評
価

ハ
ク
ビ
シ
ン
は

現
在
、
道
後
動
物
園
に
は
、
こ
れ
が
数
頭
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

と
が
っ
た
鼻
と
か
な
り
大
き
な
目
、
毛
の
な
い
大
き
な
耳
を

日
本
特
産
で
冬
眠
す
る
ヤ
マ
ネ
は
、
樹
上
性
の
ネ
ズ
ミ
大
の
小
動
物
で
、

備
え
て
お
り
、
当
地
で
は
キ
ネ
ズ
ミ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
昼
間
は
木
の
穴
な
ど
に
休
ん
で
い
て
、
夜
に
な
る
と
、

木
の
実
・
木
の
若
葉
な
ど
を
食
べ
て
い
る
。
し
か
し
時
に
は
、
大
型
の
夜
行
性
動
物
に
捕
食
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
冬
に
な
っ
て

気
温
が
一

O
度
C
以
下
に
な
る
と
、
体
を
丸
く
曲
げ
て
、
落
葉
の
中
な
ど
に
隠
れ
て
冬
眠
を
始
め
る
。

ヤ
マ
ネ
は
世
界
で
も
、

日
本
に
し



か
住
ま
な
い
た
い
へ
ん
珍
し
い
動
物
で
あ
る
。
今
は
数
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
時
々
人
家
の
近
く
ま
で
来
て
カ
キ
な

ど
を
取
る
と
い
う
。

ム
サ
サ
ビ
(
方
言
モ
マ
〉
・
モ
モ
ン
ガ
(
方
言
カ
マ
ス
・
コ
モ
マ
〉
な
ど
も
い
る
。

小
型
哨
乳
類
で
は
、

ラ
科
、

ヒ
メ
ネ
ズ
ミ

・
ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
ネ
ズ
ミ
科
、

モ
リ
ヤ
ブ
コ
ウ
モ
リ
・
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
・
フ
ジ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
・
チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
、

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
コ
ウ
モ

ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ
モ
グ
ラ
・
シ
コ

ク
ヒ
ミ
ズ
モ
グ
ラ
な
ど
の
モ
グ

リ
科
の
動
物
も
い
る
。
特
に

コ
ウ

モ
リ
科
の
五
種
は
他
の
地
域
で
も
数
個
体
し
か
記
録
が
残
っ

て
い
な
い
も
の
だ
け
に
、
石
鎚
・
面
河

に
い
る
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

コ
ウ
モ
リ

の
交
尾
期
(
冬
眠
の
前
の
秋
ご
ろ
)
に
は
両
性
の
個
体
が
、
金
属
的
な
声
で
鳴
き
交
わ
す
。
雄
は
せ
っ
せ
と
未
来
の
伴
侶
の
ご

き
げ
ん
を
と
っ
て
い
る
。
攻
撃
的
で
す
ぐ
か
み
つ
く
コ
ウ
モ
リ
だ
が
、
嫉
妬
心
は
余
り
な
い
。
こ
の
時
期
が
過
ぎ
る
と
、
雌
雄
は
ば
ら
ば

ら
に
な
る
。
し
か
し
雌
は
い
つ
も
の
所
で
集
団
で
生
活
を
続
け
、
子
宮
内
に
取
り
入
れ
た
精
子
を
温
存
し
、
春
に
な

う
て
、
排
出
し
た
卵

子
と
結
合
さ
せ
て
妊
娠
す
る
。

そ
の
後
、
数
週
間
し
て
一
r¥J

二
子
を
産
む
。
コ
ウ
モ
リ
は
、

一
匹
が
生
き
て
い
る
間
に
、
数
百
万
匹
の
昆

虫
を
捕
食
す
る
ほ
ど
の
有
用
な
動
物
で
あ
る
。

物

コ
マ
ド
リ
な
ど
の
鳥
類

動

古
来
ょ
う
ウ
グ
イ
ス

・
オ
オ
ル

リ
と
並
ん
で
、

日
本
の
名
鳥

昭
和
四
十
五
年
(
一
九
七

O
)
愛
媛
県
鳥
に
指
定
さ
れ
た

コ
マ
ド
リ
は
、

第 5章

コ
マ
ド

リ

(
駒
鳥
〉
の
名
は
、
胸
を
張
っ
て
高
ら
か
に
鳴
く
声
と
姿
、
が
勇
ま
し
く
、

人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、

あ
た
か
も
、
駒
の
い
な
な
き
を
思
わ
せ
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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第 1編自然

鳥類の垂直分布

結生帯 生活環境 烏の名前 さえず り

低 い雑 木 林 カヤ クグリ(夏)
チュルリ ・チュルリ・ チュルリ

:/ ヒリ ヒリ (早口)

フ
シ ラ ベ林 ル リ ピタキ(夏)

ヒョロロ ヒョロロ ・ヒョロロ ・ヒョ

~・ ロロ (4拍子)

干苦 シラベ林 メポソムシクイ (夏) チョリチョ I)・チョリ チョリ(4拍子)

沢筋の森林 コ マドリ (変} ヒン ・カラ カラカラカラ

サ 低木 ・ササ原
ウグイス(留)

ホーホケキョまたはケキ‘ヨケキョケキ

サ ョケキョ・
P耳、 広 葉樹林 ホトトギス(![) テッペンカケタカ

沢筋のやぷ ミソサザイ(留)
シリシリシリ・カラカラカラ チー リ

プ
ャチー リャ ・カララ・・ ・(長い)

ナ
チペチベチベ … (非常に早口にくり

手管 針葉紛林 ヒ 7f ラ(留)
かえす)

落業広葉樹林 コ yゲ ラ(留) ツーピー・ツーピー

常緑広葉樹林 ヤ マガラ(留)
ツーツーピー ツーツーピー (テンポ l

モ 遅い)
、、、 広 葉樹林 シジュ ウカ・ラ(留) ツツピー ・ツツピー

広 葉樹林 カ ケ ス(留) キ'ャーギャー
、、I

広 葉樹林 オオ ルリc夏) ビールリ・ ポピー リ・ ピースピースな

えf ど複雑

手管 広 業 樹林 キビ タキ(変) ポーピ γ ピロロ・ ピッピキピなど複雑 l

山間渓流付近 キセ キ レ イ(留) チチン ・チチン・チチン(くり かえす

(夏〉夏鳥、 (留)留鳥ないし波鳥

J 議川以、ム;泌;吻 iIIl併 設 還を懇総J開
移 で 高生息あ汚白体長 と

るさ い る t呼ま コ

。 ずえ鳴戸響をき し 。色 七 マな て標同I ・ れ ド
お メ五る リ

張わ始り りースセほは

3意識bりZ め OOO は ン ど 亜高山
初夏、 かせ 方四 赤味 ほチ 鎚石系山

る のメに ど 性:
強く の 。谷 l 乏 の

サ 間 トし オに

れ訪 ク か ノレ く ス 多生，息くす 小烏
とラ ららくや は の

っとの「 体全胸が 筆頭
の も花ヒい

谷 に の γ のに茶濃赤色 で

に し 関くカ プ 暗緑色 るあ

Tご ラ ナ d，鳥¥る
ついこラ 林 。

が にろ . かで で 石

いし 所高 麓山、 」と、 上ら 地味 腹部が ある と伸まE
山頂に近い 沢 す じ の コ マ ド リ (県鳥)iJ込 Uこ tこで、 o 
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レ
な
い
の
が
、

普
通
だ
。
巣
は
サ
カ
ズ
キ
状
で
が
け
な
ど
の
隠
れ
た
場
所
に
多
い
。

「
コ
マ
ド
リ
が
鳴
け
ば
山
の
中
腹
を
過
ぎ
た
」

と
し、

わ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
鳥
は
登
山
者
に
と
う
て
か
つ
こ
う
の
グ
高
度
計
。
と
な
っ
て
い
る
。

面
河
の
春
は
四
月
の
中
旬
ご
ろ
か
ら
、
春
の
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で

い
た
か
の
よ
う
に
ミ
ソ
サ
ザ
イ
が
さ
え
ず
り
、

や
が
て
、
シ
。シ

ユ

ウ
ガ
ラ
・
ウ
グ
イ
ス
の
声
、
が
聞
こ
え
て
く
る
。

五
月
に
入
る
と
、

て
い
る
ウ
ス
パ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
も
現
れ
る
。

ヒ
ガ
ラ
・
オ
オ
ル
リ
・
キ
ビ
タ
キ
な
ど
が
盛
ん
に
鳴
い
て
い
る
。
氷
河
期
の
残
存
者
と
か
、
春
の
天
使
と
か
い
わ
れ

六
月
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
・
カ
ッ
コ
ウ
・
コ
マ
ド
リ
・
ツ
ツ
ド
リ
、
そ
し
て
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、

H
H

チ
ョ

リ
・
チ
ョ
リ
H
H

の
，
鳴
戸
、
が
か
ゼ

ト
リ
d

と
も
聞
え
る
の
で
、
そ
ん
な
別
名
も
つ
い
て
い
る
。

七
月
、
石
鎚
神
社
の
大
祭
、
山
頂
近
く
イ

ワ
ツ
バ
メ
が
舞
う
。

ミ
ソ
サ
ザ
イ
・
コ

マ
ド
リ

・
メ
ボ
ン
ム
シ
ク
イ
、
そ
し
て
ウ
グ
イ
ス
な

ど
が
さ
え
ず
り
、

お
花
畑
に
は
色
と
り
ど
り
の
昆
虫
が
、
花
か
ら
花
へ
と
た
わ
む
れ
て

い
る。

そ
う
ろ
う

か
一
筆
啓
上
仕
り
侯
d

の
鳴
声
の
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
が
、
け
た
た
ま
し
く
さ
え
ず
り

八
月
、

夏
山
登
山
の
最
盛
期
、

コ
ガ
ラ
・

ヒ
ガ
ラ
、

始
め
る
。
関
門
辺
り
の
木
々
に
は
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
・
チ
ッ
チ
ゼ
ミ
が
、
我
が
世
が
来
た
と
ば
か
り
鳴
い
て
い
る
。

九
月
中
ご
ろ
、
石
鎚
・
面
河
で
は
、
秋
風
が
吹
き
始
め
、

シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
・

ヤ
マ
ガ

ラ
な
ど
の
群
れ
が
見
ら
れ
る
。
オ
オ
ル

リ
や
キ
ピ

物

タ
キ
の
渡
り
鳥
も
、
そ
の
準
備
に
忙
し
い
毎
日
で
あ
る
。

動

十
月
、
石
鎚

・
面
河
は
万
山
紅
葉
の
秋
、
渓
流
に
セ
キ

セ
イ
が
飛
び
回
っ
て
い
る
。

十
一
月
か
ら
四
月
ま
で
、
山
越
し
の
風
吹
く
冬
、
ア

オ
ゲ

ラ
・
ヒ
ヨ
ド
リ

の
留
鳥
が
、
渡
り
鳥
を
追
い
は
ら
う
か
の
よ
う
に
飛
び
回
っ

第 5章

て
い
る
。
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グ
天
狗
の
申
し
子
d

と
い
わ
れ
る
ホ
シ
ガ
ラ
ス
〈
カ
ラ
ス
科
〉

グ
ガ
ア
l
ガ
ア
1
4

と
気
味
悪
く
叫
ぶ
。

な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
鳥
が
石



然

鎚
の
長
老
で
あ
る
。
体
は
約
二

0
セ
ン
チ
、
羽
は
濃
か
っ
色
、
全
身
に
細
か
い
白
斑
が
あ
る
。
ク
チ
パ
シ
と
脚
は
暗
黒
色
、
針
葉
樹
の
太

い
枝
に
枯
れ
校
や
カ
ン
バ
の
樹
皮
を
集
め
て
巣
を
つ
く
り
、
白
い
卵
を
三
、
四
個
産
む
。
雑
食
性
で
木
の
実
の
ほ
か
、
虫
・
動
物
の
死
が

い
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
食
物
を
つ
い
ば
む
。
性
格
は
非
常
に
図
太
い
。
し
か
し
近
年
お
山
の
俗
化
と
と
も
に
、
ホ
シ
ガ
ラ
ス
は
登
山

48 
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道
か
ら
め
っ
き
り
姿
を
消
し
た
と
い
う
。

そ
の
他
、
石
鎚
・
面
河
に
普
通
に
見
ら
れ
る
鳥
は
次
の
よ
う
な
種
類
で
あ
る
。

ミ
ソ
サ
ザ
イ
・
カ
ワ
ガ
ラ
ス
・
ヤ
マ
セ
ミ
・
キ
セ
キ
レ
イ
・
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
・
カ
ワ
セ
ミ
・
ヤ
ブ
サ
メ
・
オ
オ
ル
リ
・
ジ
ュ
ウ
ビ

キ
ビ
タ
キ
・
コ
ル
リ
(
チ
ッ
、
チ
ッ
チ
ッ
と
し
だ
い

タ
キ
・
コ
サ
メ
ビ
タ
キ
・
ノ
ピ
タ
キ
・
モ
ズ
・
ヒ
ガ
ラ
・
エ
ノ
ガ
・
シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
・

に
早
い
前
奏
を
つ
け
、
チ
ッ
カ
ラ
ラ
ラ
、
チ
ッ
チ
l
リ
、
チ
I

ゎ
げ
な
ど
と
高
ら
か
に
歌
う
)
・
ホ
オ
ア
カ
・
ビ
ン
ズ
イ
(
渡
り
鳥
の
時
静
か
に
鳴
き
な
が

ら
空
を
渡
る
〉
・
メ
シ
ロ
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
・
ヒ
ワ
・
コ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
・
ア
オ
ジ
・
ヤ
マ
ガ
ラ
・
コ
ゲ
ラ
・
ム
ク
ド
リ
・
ペ
ニ
ヒ
ワ
(
頭

に
紅
色
の
毛
〉
・
コ
ム
ク
ド
リ
・
イ
ス
カ
・
シ
メ
・
ト
ウ
ツ
グ
ミ
・
コ
マ
ド
リ
・
カ
ッ
コ
ウ
・
ウ
グ
イ
ス
・
セ
ッ
カ
・
ア
カ
ハ
ラ
・
コ
ヨ
シ

キ
リ
・
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
・
ア
オ
、
ハ
ズ
ク
・
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
ヒ
ヨ
ド
リ
・
カ
ケ
ス
・
ヨ
タ
カ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
イ
・
ジ
ュ
ウ
イ
チ
・
マ
メ

ノ
キ
・
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
・
ウ
ソ
・
ル
リ
ビ
タ
キ
(
ヒ
ョ
ロ
ロ
、
ヒ
ョ
ロ
ロ
と
四
小
節
の
リ
ズ
ム
で
、
終
日
楽
し
げ
に
さ
え
ず
る
)
・

イ
ワ
ツ
バ
メ
・

ホ
ウ
ジ
ロ
・
ミ
ヤ
マ
ホ
ウ
ジ
ロ
・
ア
リ
ス
イ
・
ノ
ゴ
マ
・
ヤ
ブ
サ
メ
・
サ
シ
コ
ウ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
、
約
七

O
種
ぐ
ら
い
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

ヤ
マ
ド
リ
・
キ
ジ
な
ど
も
雑
木
林
が
な
く
な
っ
た
の
で
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
川
岸
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
野
生
、
ハ
ラ
の
赤
い
実
・
草

の
実
も
近
年
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
渡
り
鳥
も
減
少
し
た
。
山
畑
の
雑
穀
も
な
く
、

ホ
ウ
ジ
ロ
な
ど
の
小
鳥
も
だ
ん
だ
ん
姿
を
消
し
て
ゆ

く。
こ
こ
数
年
の
聞
に
、
石
鎚
・
面
河
の
鳥
は
激
減
し
た
と
い
う
の
が
一
致
し
た
意
見
で
あ
る
。
原
生
林
の
代
採
、
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、



物動

分布上興味のあるチョウ類と甲虫

林
道
の
開
発
、
石
鎚
の
観
光
地
化
な
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
、
小
鳥
た
ち

に
と
っ
て
は
悪
条
件
ば
か
り
で
あ
る
。

石
鎚
は
高
山
鳥
の
繁
殖
地
と
し
て
は
、
我
が
国
の
南
限
に
当
た
る
と

い
う
。
日
本
ア
ル
プ
ス

・
東
北
地
方
・
北
海
道
に
し
か
見
ら
れ
な
い
高

山
鳥
の
存
在
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
石
鎚
の
鳥
は
、
ほ
と
ん
ど
が
保

護
鳥
、
み
ん
な
が
心
し
て
、

、"-「ノ、，
F

R

-

、0

1
v
φ
l
H
、才

t
J
l
れし

チ
ョ
ウ
な
ど
の
昆
虫
類

石
鎚
山
系
の
亜
高
山
帯
に
は
、

普
通
寒
帯
地
帯
に
の
み
生
育
す
る
北

&ウ ラコマダラ'/'/ミ C.it世 オス}

方
系
や
熱
帯
に
生
育
す
る
南
方
系
の
種
が
残
存
し
て
い
る
。
現
に
、
石

鎚
山
と
面
河
渓
の
昆
虫
に
つ
い
て
、
日
本
各
地
の
研
究
者
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
た
種
は
、
実
に
数
千
種
と
か
、
世
界
に
誇
る
昆
虫
の
豊
庫
で
あ

る
と
賞
讃
さ
れ
て
い
る
。

パ
・
オ
オ
ア
オ
パ
ヤ
ガ
・
オ

ニ
ク
ワ
ガ
タ
・
ル

リ
ク
ワ
ガ
タ
・
マ
ダ
ラ
ク
ワ
ガ
タ
・
ル
リ
ス
ナ
ガ
ボ
ソ
タ
マ
ム
シ

・
ア
カ
パ
ナ
ガ
タ
マ
ム

北
方
系
の
も
の
と
し
て
、

フ
タ
テ
ン
ト
ウ
ガ
・
キ
マ
ダ
ラ
ト
ガ
リ

第 5章

シ
・
ア
オ
ア
シ
ナ
ガ
ハ
ナ
ム
グ
リ
・
オ
オ
キ
ノ
コ
ム
シ
・
ル
リ
ヒ
ラ
タ
ム
シ
・
エ
ゾ
ペ
ニ
ヒ
ラ

タ
ム

シ
・
フ
タ
コ
ブ
ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ
キ

49 

リ
・
オ
オ
ア
カ
カ
ミ
キ
リ
・
ル
リ
ホ
シ
カ
ミ
キ
リ
・
ア
カ
ジ
マ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
・
キ
ヌ
ツ
ヤ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
・
シ
ラ
フ
リ
ゲ
ナ
芳
カ
ミ
キ



然

リ
・
キ
ン
ス
ジ
コ
ガ
ネ
(
高
山
性
の
見
虫
で
金
緑
色
に
輝
き
、

美
し
い
)
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

50 

昆
虫
愛
好
者
に
と
っ
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
チ
ョ
ウ
類
に
お
い
て
も
、

シ
コ
ク
ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
シ
ジ
ミ
・
ウ
ラ
ク
ロ
シ
ジ
ミ
・
エ

自

ゾ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
.

フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
・
ア
イ
ノ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
・
メ
ス
ア
カ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
・
ツ
マ
ジ
ロ
ウ
ラ
ジ
ヤ
ノ
ソ

(
寒
帯

第 1編

時
代
の
残
留
見
虫
の
代
表
と
い
わ
れ
る
高
山
蝶
、
石
鎚
山
二
の
鎖
付
近
で
見
つ
か
る
〉
な
ど
や
、
現
在
日
本
で
珍
重
さ
れ
て
い
る

ヒ
サ
マ
ツ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
・
キ
リ
シ
マ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
種
は
石
鎚
山
南
側
の
斜
面
に
多
く
分
布
し
て
い

る。

一
方
、

南
方
系
の
種
と
し
て
は
、

ク
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
・
サ
ツ
マ
シ
ジ
ミ
・
イ
シ
ガ
ケ
チ
ョ
ウ
・
ホ
ソ
パ
セ
セ
リ
・
ア
オ
ス
ジ

ア
ゲ

ハ
・
ツ
マ

グ

ロ
キ
チ
ョ
ウ
・
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
・
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
ど
の
チ
ョ
ウ
類
や
、

タ
ツ
タ
カ
ナ
グ
ロ
シ
ャ
チ
ホ
コ
・
オ
キ

ナ
ワ
ル
リ
チ
ラ
シ
・
イ
ツ
シ
キ
モ
ン
キ
カ
ミ
キ
リ
・
ラ
ミ

l
カ
ミ
キ
リ
・
キ
ス
ジ
ゴ
キ
ブ
リ
・
ツ
ノ
ク
ロ
ツ
ヤ
ム
シ
(
熱
帯
性
の
種
な
の
に

石
鎚
山
と
い
う
高
山
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
、
近
く
の
皿
ヶ
嶺
も
よ
く
似
た
環
境
な
の
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
倒
木
に
ト
ン
、
ネ
ル
を
掘
っ
て

く
る

住
み
、
羽
は
く
っ
つ
い
て
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。

黒
光
り
す
る
小
型
の
奇
妙
な
カ
ブ
ト
ム
シ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
)
な
ど
、
多
数
の
種
、
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
春
の
天
使
と
も
い
わ
れ
て
い
る
ウ
ス
パ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
も
南
方
系
で
あ
り
、
面
河
一
帯
の
山
畑
・

路
傍
に
多
く
住
み
、
県
下
で
も

多
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

日
本
で
も
優
美
な
チ
ョ

ウ
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
「
ミ
ョ

l
キ
ン
、
ミ
ョ
ウ
キ
ン
」
と
鳴
く
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
、
「
ギ

l

ギ

l
」
と
鳴
く
エ
ゾ
ゼ
ミ
類
、
夏
の
夜
の
風
物
詩
で
あ
る

ヒ
メ
ボ
タ
ル
・
ア

オ
ア
シ
ナ
ガ
ハ
ナ
ム
グ
リ
・
オ
カ
モ

ト
ツ
ヤ
ア

ヵ
、
不
・
キ
ン
ズ
ジ
コ
ザ
ネ
な
ど
の
珍
し
い
甲
虫
類
も
発
見
さ
れ
て

い

る。
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胞
虫
類
と
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
の
両
棲
類

限
虫
類
や
両
棲
類
は
、
晴
乳
類
や
鳥
類
に
比
べ
て
種
類
も
少
な
く
、
変
化
に
も
乏
し
い
。
こ
れ
ら
の
変
湿
性
の
陸
生
脊
椎
動
物
が
、
面

河
の
よ
う
な
寒
冷
な
気
候
に
適
し
に
く
い
の
は
、
生
活
許
容
範
囲
が
恒
温
動
物
に
比
べ
て
狭
い
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
中
の
例
外
と

し、。

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
熱
帯
に
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
寒
帯

・
亜
寒
帯
に
生
育
す
る
も
の
が
多

し
て
、石

鎚
山
で
は
、

ハコ

ネ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

・
オ
オ
ダ
イ
ガ

ハ
ラ

サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
・
ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
三
種
、
が
知
ら
れ

て
い

る
。
亀
原
付
近
の
川
で
、
落
葉
の
下
か
ら
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
生
、
が
泳
ぎ
だ
し

物動第 5章

オオダイガハラサンショウウオ

た
の
を
少
し
前
に
は
見
か
け
た
と
い
う
。
と
も
に
繁
殖
の
時
は
、
谷
川
へ

集

ま

り
、
そ
れ
以
外
は
主
と
し
て
陸
上
生
活
、
草
原
や
落
葉
朽
木
、
岩
石
の
下
な
ど
日

光
が
強
く
な
く
し
か
も
適
当
な
湿
気
の
あ
る
所
を
好
む
。
特
に
、
そ
の
近
く
に
産

卵
に
必
要
な
水
の
流
の
あ
る
場
所
。
貧
欲
な
肉
食
性
で

地
上
や
水
中

の
小
動

物
、
例
え
ば
、
昆
虫
や
ミ
ミ
ズ
・

小
型
の
甲
殻
類
な
ど
を
食
べ
て
い
る
。

ハコ

ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
一
名
キ
ン
ネ
ブ

リ
と
も
い
い
、
体
長
一
五

0
ミ
リ

七、

ら

一
六

0
ミ
リ
ぐ
ら
い
、
手
足
に
は
黒
く
て
鋭
い
爪
が
あ
る
。
体
色
は
茶
褐

色
、
背
に
は
燈
紅
色
の
筋
が
通
っ
て

い
る
。

産
卵
場
所
は
水
温
約
六
度
の
冷
め
た

51 

い
水
の
中
。



然

ブ
チ
サ
ン
ョ
ウ
ウ
オ
は
一
名
ゴ
マ
、
体
長
約
一

0
0ミ
リ
、
背
面
体
色
は
茄
子
紺
地
又
は
帯
紫
褐
色
、
銀
白
色
の
班
点
が
あ
る
。
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オ
オ
ダ
イ
ガ
ハ
ラ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

は
黒
色
で
体
長

一
四

0
ミ
リ
ぐ
ら
い
で
£
る
。

自

グ
に
お
い
ん
り
が
植
物
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
(
山
淑
)
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
。

こ
れ
ら
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
名
称
は
、
皮
膚
腺
か
ら
出
る

か
ん

子
供
の
澗
・
肋
膜
炎
・
肺
炎
等
に
薬
効
が
あ
る
と
い
っ
て
、
そ
の
産
卵
期
に
採
取
さ
れ
、
「
キ
ン
ネ
ブ
リ
」
と
か
「
ク
ロ
」
と
称
し
て
乾

第 1編

か
し
た
も
の
が
売
ら
れ
て
い
た
。

へ
ビ
類
で
は
ヤ
マ
カ
ガ
シ

(
方
言
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
〉
、

黒
や
赤
の
班
紋
が
あ
る
。

い
ち
ば
ん
多
く
生
息
し
て
い
る
が
、
有
毒
な
も
の
で
は
な

よ
く
見
か
け
る
。
有
毒
な
も
の
は
マ
ム
シ
(
方
言
ハ
メ
)
、

ト
ル
以
上
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
人
家
の
近
く
の
山
・
畑
に
多
く
い
る
の

で
、
生
け
捕
り
に
し
て
、
グ
ハ
メ
焼
酎
d

む
し
焼
に
し
て
散

い
。
シ
マ
ヘ

ビ
・
ジ
ム

グ
リ
な
ど
は
石
鎚
山
頂
近
く
で
も
、

標
高
八

O
Oメ
l

薬
に
、
万
病
に
効
く
と
い
わ
れ
、
特
に
精
力
剤
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

タ
カ
チ
ホ
へ
ビ
は
小
型
で
、

正
中
線
に
黒
条
の
あ
る
山
地
性
の
へ
ビ
で
あ
る
。
石
鎚
山
な
ど
で
見
ら
れ
る
と
い
う
が
、
夜
行
性
で
人
目

に
つ
き
に
く
い
た
め
珍
し
い
。
南
方
系
の
へ
ビ
で
あ
る
。

カ
ナ
ヘ
ビ
は
日
陰
を
好
ん
で
生
息
し
て
い
る
。

ト
カ
ゲ
は
人
家
の
屋
敷
、
近
く
山
畑
ど
こ
に
で
も
い
る
。
そ
の
分
布
は
一
八

0
0
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
。

石
鎚
・
面
河
の
全
山
に
は
、
陸
上
性
の
タ
ゴ
ガ
エ
ル
と
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
多
い
。
日
本
の
カ
エ
ル
の
う
ち
で
繁
殖
期
を
除
い
て
、

ほ
と
ん

ヒ
キ
ガ
エ
ル
だ
け
で
あ
る
。

れ
い
ろ
う

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
は
面
河
の
夏
の
風
物
詩
、
玲
瀧
と
し
た
美
戸
、

ど
水
中
に
入
ら
な
い
の
は
、

ま
さ
に

一
服
の
清
涼
剤
で
あ
る
。
面
河
の
渓
流
の
ど
こ
に
で
も
い
た
が

近
年
は
少
な
く
な
っ
た
。

た
ん

ぼ

の
ど

シ
ュ
ノ

l
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
は
田
聞
や
水
た
ま
り
に
住
ん
で
い
る
。
喉
の
大
き
な
鳴
き
袋
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
「
コ
ロ
コ
ロ
ミ
」
と
鈴
の



音
の
よ
う
な
鳴
き
声
を
聞
か
せ
る
の
は
日
本
種
で
あ
る
。

五

ア
マ
ゴ
な
ど
の
魚
類

面
河
川
の
魚
類
の
代
表
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
ア
マ
ゴ
(
ア
メ
・
ア
メ
ノ
ウ
オ
〉
で
あ
る
。
体
側
に
大
小
一

O
個
の
暗
紋
(
パ
l

マ
l
ク
)

が
あ
り
、
そ
の
上
に
朱
色
の
点
々
が
あ
り
、
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ま
た
一
面
に
黒
い
小
点
が
不
規
則
に
散
布
し
て
い
る
。
全
体
が
す
こ
ぶ
る
滑
ら
か
、
丸
味
が

あ
る
。
姿
も
味
も
ま
さ
に
淡
水
魚
の
女
王
と
い
え
る
。
非
常
に
敏
感
な
魚
で
、
釣
り
に
は
独

特
の
技
術
が
あ
る
。
餌
は
セ
ム
シ
(
方
言
〉
を
使
う
。

昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
体
長
三

O

セ
ソ
チ
ぐ
ら
い
の
も
の
が
た
く
さ
ん
い
た
が
、
近
年
は
魚
そ
の
も
の
が
少
な
く
な
っ
た
。

川

原
で
の
石
焼
は
ま
た
格
別
の
風
味
が
あ
る
。
十
月
の
末
ご
ろ
測
の
流
れ
の
あ
る
小
石
原
で
産

卵
す
る
。
現
在
で
は
天
然
の
も
の
に
代
わ
り
人
工
解
化
さ
せ
、
養
殖
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。面

河
川
水
系
で
は
、
上
流
は
御
来
光
の
滝
の
下
流
か
ら
、
仕
七
川
付
近
ま
で
生
息
す
る
。

肉
食
主
義
者
で
水
生
混
虫
を
好
ん
で
食
べ
る
。
ビ
ワ
マ
ス
の
陸
封
魚
、
割
石
川
に
い
た
ア
マ

ゴ
は
、
面
河
ダ
ム
完
成
後
、
割
石
川
を
下
り
ダ
ム
貯
水
池
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
陸
封
(
ラ
ン
ド
・
ロ
ッ
ク
〉
が
解
か
れ
た
状
態
に
な
り
、
も
と
の
ビ
ワ
マ
ス
に
姿
を
変
え

た
と
い
う
o

や
が
て
陸
封
型
か
ら
湖
沼
型
に
変
わ
り
、
パ
ー
マ

l
ク
ル
朱
点
も
消
え
て
、
体

長
が
倍
以
上
の
も
と
の
ピ
ワ
マ
ス
に
な
っ
た
と
い
う
。
割
石
川
か
ら
ア
マ
ゴ
が
完
全
に
姿
を

53 
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り
(
ア
イ
か
け
〉
H
H

は
、

マスの養殖場

夏
の
楽
し
み
、
秋
は

h
H

い
わ
ゆ
る
お
ち
ア
ユ
グ
を

y梁
(
ゃ
な

γ

り
下
流
)
川
底
の
岩
や
石
に
付
い
て
い
る
グ
モ
類
d

を
食
べ
る
。

清
流
を
好
み
、

消
す
日
が
来
る
か
も
知
れ
な
い。
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一
ジ
マ
ス
は
、
昭
和
十
三
年
(
一
九
三
八
〉

ご
ろ
か
ら
放
流
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
ご
ろ

に
は
養
殖
も
盛
ん
に
な
り
、
ア
マ
ゴ
に
代
わ

ス

る
観
光
客
用
の
魚
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
太
平

洋
沿
岸
の
原
産
で
、
急
流
と
水
温
が
高
い
日

マ

本
の
河
川
に
は
帰
化
し
に
く
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。ア

ユ
(
方
言
ア
イ
〉
は
天
然
も
の
が
、

夏
の

初
め
に
は
怒
田
野
付
近
ま
で
登
っ
て
来
た
。

放
流
さ
れ
始
め
た
の
は

昭
和
二
十
年
(

九
四
五
)
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
か
友
釣

で
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
主
と
し
て
御
三
戸
よ

ロコ

が
金
色
に
焼
け
る
塩
焼
、
そ
し
て
グ
は
ら
わ
た
d

は
珍
味
で
あ
る
。

川
の
濁
り
や
有
機
物
の
汚
れ
、

環
境
変
化
に
弱
い
。
ゥ

放
っ
て
お
け
ば
、

や
が
て
ア

ユ
は
減
っ
て
、

オ
イ
カ
ワ
は
昭
和
八
年
導
入
し
た
シ
ョ
ウ
ハ
チ
(
方
言
)
で
あ
る
。
オ
イ
カ
ワ
は
環
境
変
化
に
対
し
て
ア
ユ
よ
り
強
い
。
自
然
の
ま
ま

オ
イ
カ
ワ
の
天
下
が
来
る
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
る
。
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ノ¥

ク
モ

類
・
多
足
類

四
国
産
の
ク

モ
類
は
、
二
二
四
種
類
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
石
鎚

・
面
河
に
は
、
そ
の
約
半
分
以
上
、
一
四
六
種
と
さ
れ
て
い
る
。

サ
ン
ロ
ウ
ド
ヨ

ウ
ク
モ
は
、
好
洞
穴
性
の
代
表
的
な
も
の
だ
が
、
石
鎚
山
の
標
高
一
一

0
0
メ
ー
ト
ル

i
一
六

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
表

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
キ

ヌ
キ
リ
グ
モ
も
亜
高
山
性
の
種
で
、
サ
ン

ロ
ウ
ド
ヨ
ウ
グ
モ

と
ほ
ぼ
同
じ
標
高
の
ブ
ナ
帯
で
か
な
り
発
見
さ

れ
て
い
る
。
ミ
ノ
グ
モ
も
面
河
石
鎚
山
の
標
高
六
五

0
メ
ー
ト
ル

i
一
六

0
0
メ
ー
ト
ル
の
間
で
少
数
な
が
ら
発
見
さ
れ
て

い
る
。
メ
ク

ラ
グ
モ
は

一
名
ザ
ト
ウ
ム
シ
、
草
の
上

・
落
葉
の
上
な
ど
を
、
よ
た
よ
た
歩
く
気
味
の
悪
い
ク
モ
で
あ
る
。

一
般
に
多
足
類
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
面
河
・
石
鎚
に
か
け
て
約
三

O
種
見
つ
か
っ
て

い
る
。
中
に
は
古
い

地
質
時
代
、

南
方
か
ら
入
り
込
ん
だ
も
の
、

反
対
に
北
方
か
ら
入
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
い
る
。

ム
カ
デ
と
ヤ
ス
デ
の
そ
の
決
定
的
な
違
い
は
、
そ
の
食
性
に
あ
る
。
ム

カ
デ
は
食
用
性
、

毒
線
を
持

っ
た
「
ガ
ク
肢
」
で
生
き
た
小
動

ム
カ
デ
や
ヤ
ス
デ
な
ど

物
を
捕
食
し
、

ヤ
ス
デ
は
、
専
ら
腐
植
性
で
植
物
遺
体
の
分
解
者
と
し
て
生
き
て
い
る
。

物動第 5章
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